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研温
究
ノ
|; 『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
-
は
じ
め
に
ニ
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
』
論
争
に
つ
い
て
三
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
所
有
の
一
ニ
つ
の
形
態
に
つ
い
て
H
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
け
る
所
有
の
三
形
態
日
H
『
資
本
創
生
産
に
先
行
す
る
舘
形
態
』
に
お
け
る
所
有
の
三
形
態
囚
『
諸
形
態
』
を
め
ぐ
る
芳
干
の
問
題
点
判
『
諸
形
態
』
の
共
同
体
と
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
共
同
体
件
所
有
の
三
形
態
の
時
間
的
継
続
関
係
伺
生
産
様
式
の
時
間
的
継
続
関
係
①
ホ
ブ
ズ
ボ
I
ム
の
解
釈
②
塩
沢
君
夫
氏
の
見
解
同
過
渡
期
の
国
家
に
つ
い
て
五
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
は
「
社
会
的
生
産
過
程
の
敵
対
的
形
態
」
か
l
l総
体
奴
隷
俄
は
階
級
社
会
か
|
|
司
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
〉
に
つ
い
て
(
五
)
井
j"¥、
上
周
村
原
秀
三
郎
氏
に
よ
る
塩
沢
説
批
判
①
原
氏
に
よ
る
『
諸
形
態
』
の
論
理
的
構
成
の
把
握
;
-
e
・e
・
(
以
上
既
載
)
②
原
氏
に
よ
る
「
前
資
本
主
義
的
所
有
の
性
格
」
の
把
握
①
原
氏
に
よ
る
「
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
」
論
六
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
は
な
に
か
H
E
・
マ
ン
デ
ル
の
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
康
氏
ιよ
る
「
前
資
本
主
義
的
所
有
の
性
格
」
の
把
握
以
上
の
よ
う
な
『
諸
形
態
』
の
論
理
的
構
成
の
理
解
を
前
提
に
し
て
、
原
氏
は
「
前
資
本
主
義
的
所
有
|
1
本
源
的
所
有
・
第
二
次
的
所
有
ー
ー
の
性
格
」
(
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
序
説
」
『
歴
史
評
論
』
一
九
六
九
年
八
月
号
一
九
ペ
ー
ジ
〉
ほ
ど
の
よ
、
7
に
な
る
で
あ
ろ
、
っ
か
、
と
一
設
問
し
、
こ
の
こ
と
は
向
時
に
、
「
特
に
、
本
源
的
所
有
と
密
接
な
関
連
性
を
も
っ
、
い
わ
ゆ
① 
九
司
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
る
総
体
的
(
あ
る
い
は
全
般
的
)
奴
隷
制
の
概
念
規
定
を
明
確
に
す
る
た
め
の
必
要
な
恥
提
的
作
業
で
も
あ
る
L
三
九
|
ニ
0
ペ
ー
ジ
)
と
の
ベ
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
「
本
源
的
所
有
の
三
形
態
は
:
:
:
階
級
的
・
敵
対
的
性
(
お
)
絡
の
も
の
で
は
な
い
。
特
に
、
第
一
の
形
態
1
ア
ジ
ア
的
形
態
は
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
ア
ジ
ア
の
専
制
国
家
一
般
の
も
と
で
の
土
地
所
有
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
歴
史
的
現
実
1
表
象
か
ら
下
向
分
析
的
に
導
き
だ
さ
れ
た
一
般
的
・
抽
象
的
規
定
と
し
て
の
『
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
』
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
『
東
洋
的
専
制
主
義
』
『
専
制
君
主
』
同
国
家
七
あ
る
い
は
空
間
代
ベ
ル
シ
ャ
の
大
守
ハ
サ
ト
ラ
ッ
プ
〉
』
等
々
と
い
っ
た
、
そ
れ
自
身
歴
史
的
、
具
体
的
、
現
実
的
な
概
念
に
と
ら
わ
れ
て
、
こ
こ
で
の
主
題
で
あ
る
、
本
源
的
所
有
の
本
質
を
と
り
ち
が
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
(
ニ
0
ペ
ー
ジ
〉
。
た
し
か
に
「
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
」
そ
の
も
の
が
「
東
洋
的
古
寸
前
主
義
」
を
さ
寸
J
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
後
者
は
前
者
の
規
定
を
保
有
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
自
身
歴
史
的
・
具
体
的
存
在
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
両
者
の
本
質
的
同
一
性
こ
そ
重
視
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
両
者
は
し
た
が
っ
て
、
本
源
的
所
有
と
い
う
点
で
、
ぞ
れ
ゆ
え
ま
た
無
階
級
性
と
い
う
点
で
、
向
一
性
を
も
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
「
東
洋
的
専
制
主
義
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
が
歴
史
的
規
定
で
あ
る
た
め
、
さ
き
に
み
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
支
配
U
隷
属
関
係
発
生
の
第
一
の
道
を
へ
て
、
敵
対
的
性
格
を
も
つ
も
の
に
転
化
す
る
以
前
と
以
後
の
そ
れ
を
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
転
化
し
た
以
後
の
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
ア
ジ
ア
的
所
有
の
崩
壊
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
第
二
次
所
有
へ
九
の
道
を
歩
み
出
じ
た
も
の
と
し
て
、
本
源
的
所
有
の
第
一
形
態
の
崩
壊
形
態
と
し
て
、
第
一
形
態
と
は
異
質
物
へ
と
転
化
し
つ
つ
あ
る
。
(
お
〉
原
氏
は
前
掲
論
文
で
、
主
と
し
て
わ
が
国
で
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
塩
沢
君
失
、
吉
田
晶
、
太
臼
秀
通
手
島
正
毅
、
恒
明
富
正
突
な
ど
の
諸
氏
の
見
解
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
は
階
級
的
な
社
会
構
成
、
古
代
専
鎖
国
家
段
階
の
生
産
様
式
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
境
沢
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
す
る
の
で
除
外
し
、
他
の
諸
説
を
原
氏
の
要
約
を
信
用
し
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
原
氏
は
「
日
本
の
律
令
国
家
が
い
か
な
る
歴
史
的
性
格
を
も
ち
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
法
則
に
も
と
づ
い
て
解
体
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
日
本
古
代
史
上
の
問
題
関
心
と
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
そ
れ
の
生
み
だ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産
が
現
代
の
日
本
人
民
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
現
代
的
解
明
主
試
み
た
労
作
」
と
し
て
吉
回
品
氏
の
司
日
本
古
代
社
会
構
成
史
論
』
(
塙
書
房
・
一
九
六
人
年
)
を
と
り
あ
げ
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
「
川
今
日
で
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
は
、
ソ
ビ
エ
ト
歴
史
学
に
支
配
的
な
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
日
奴
隷
制
の
『
東
洋
的
変
種
』
(
コ
ワ
l
レ
フ
〉
、
ま
た
は
『
未
発
達
な
奴
隷
制
』
(
ス
ト
ル
|
ヴ
ェ
)
論
の
究
属
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
古
代
史
の
分
野
だ
け
で
な
く
現
代
の
人
民
解
放
の
課
題
と
し
て
照
題
を
据
え
な
お
す
こ
と
に
あ
る
。
ハ
『
日
本
古
代
社
会
構
成
一
史
論
』
・
八
ペ
ー
ジ
よ
り
要
約
。
以
下
同
様
)
ω
ア
ジ
ア
的
生
度
様
式
と
は
、
専
制
君
主
ま
た
は
首
長
に
よ
っ
T
、
個
々
の
共
同
体
自
民
の
主
体
的
な
土
地
等
に
刻
す
る
所
有
関
係
を
一
台
定
し
た
本
源
的
所
有
の
形
態
安
基
礎
に
し
て
成
立
し
、
そ
の
階
級
の
歴
史
的
性
格
は
、
右
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
的
共
同
体
の
存
在
を
前
提
と
し
た
総
体
的
奴
隷
制
で
あ
る
。
べ
1
ジ〉
開
山
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
H
ア
ジ
ア
的
共
同
体
H
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
が
原
始
社
会
の
矛
盾
の
結
果
に
よ
っ
マ
成
立
す
る
(
二
二
I
三
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
史
よ
の
普
遍
的
現
象
で
あ
る
(
こ
の
点
、
塩
沢
氏
と
同
見
解
〉
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
地
域
で
も
、
ア
ジ
ア
的
共
同
体
号
基
礎
と
す
る
古
代
専
制
国
家
が
必
ず
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
国
家
発
生
以
前
の
第
一
段
階
と
、
国
家
発
生
以
後
の
第
二
段
階
に
区
別
し
た
い
。
誤
解
を
お
そ
れ
ず
に
あ
え
て
図
式
化
す
れ
ば
、
東
洋
的
諸
民
放
の
場
合
に
は
古
代
専
制
国
家
を
形
成
す
る
第
二
段
階
に
ま
で
達
す
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
等
の
場
合
に
は
第
二
段
階
に
ま
で
展
開
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ジ
ア
的
共
同
体
内
部
の
矛
盾
が
古
典
古
代
共
同
体
の
出
現
を
も
た
ら
し
、
国
家
は
奴
隷
制
的
階
級
関
係
の
矛
盾
↓
階
級
分
化
の
第
二
の
道
中
ー
ー
を
基
礎
に
し
て
成
立
す
る
。
(
ニ
六
ペ
ー
ジ
)
」
次
に
原
氏
は
「
英
雄
時
代
論
に
お
い
て
一
つ
の
典
型
を
な
す
ホ
メ
ロ
ス
的
社
会
の
分
析
を
出
発
点
に
、
戦
後
一
貫
し
て
、
世
界
史
の
前
進
的
諸
時
代
の
中
で
一
段
階
を
な
す
古
典
古
代
の
形
成
過
程
を
理
論
的
、
実
証
的
に
究
明
し
て
き
た
」
最
近
の
労
作
と
し
て
太
田
秀
通
氏
の
?
、
ヶ
l
ネ
社
会
崩
壊
期
の
研
究
』
ハ
務
波
書
庖
・
一
九
六
九
年
)
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
序
論
に
お
い
て
、
太
田
氏
が
古
代
史
研
究
の
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
を
と
り
あ
げ
て
、
の
べ
て
い
る
点
を
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
。
「
山
こ
の
論
争
を
成
果
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
原
始
共
同
体
か
ら
階
級
社
会
へ
の
過
渡
段
階
と
し
て
(
ゴ
ド
リ
エ
や
シ
ュ
レ
H
カ
ナ
i
ル
の
よ
う
に
)
で
は
な
く
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
、
一
二
0
0
0年
に
わ
た
る
そ
の
枠
内
で
発
展
を
と
げ
た
と
こ
ろ
の
階
級
社
会
の
第
一
段
階
と
し
f問、
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
て
ハ
テ
l
ケ
イ
や
シ
z
ノ
ー
の
よ
う
に
)
促
え
る
と
い
う
原
則
の
上
に
た
っ
て
、
し
か
も
こ
の
原
則
を
堅
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
五
三
ペ
ー
ジ
)
似
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
問
題
を
も
っ
と
き
め
細
か
に
展
開
す
る
に
は
、
こ
れ
を
こ
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
で
は
な
く
(
こ
こ
で
は
ゴ
ド
リ
エ
の
見
解
を
さ
す
・
原
)
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
生
産
様
式
と
い
う
規
定
を
受
け
る
時
代
を
そ
の
発
展
過
程
に
し
た
が
っ
て
時
期
区
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
(
五
五
ペ
ー
ジ
)
〈
第
一
段
階
〉
階
級
分
化
を
あ
る
程
度
発
展
さ
せ
な
が
ら
も
、
社
会
秩
序
が
部
族
制
な
い
し
部
族
連
合
に
と
ど
ま
り
、
族
長
が
ま
だ
共
同
体
の
首
長
と
し
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
階
級
社
会
へ
の
過
渡
段
階
。
具
体
的
・
歴
史
的
に
は
エ
ジ
プ
ト
の
ノ
モ
ス
時
代
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
シ
ュ
メ
I
ル
人
の
都
市
国
家
時
代
の
初
期
、
ミ
ケ
l
ネ
的
玉
国
成
立
以
来
の
ギ
リ
シ
ャ
、
等
々
。
〈
第
二
段
階
〉
大
規
模
な
公
共
事
業
が
諸
共
同
体
の
集
団
労
働
と
い
う
強
制
労
働
の
形
態
を
と
っ
て
遂
行
さ
れ
る
、
責
納
・
賦
役
王
制
の
段
階
。
マ
ル
ク
ス
が
『
諸
形
態
』
で
特
徴
づ
け
た
ア
ジ
ア
的
専
制
体
制
は
こ
の
段
階
か
ら
始
ま
る
。
具
体
的
、
歴
史
的
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
統
一
王
朝
、
サ
ル
ゴ
ン
に
よ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
統
一
王
朝
、
秦
に
よ
る
統
一
王
朝
、
等
々
。
〈
第
三
段
階
〉
専
制
国
家
が
よ
り
広
大
な
地
域
に
拡
大
し
た
世
界
帝
国
の
段
階
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
最
も
繁
栄
し
た
段
階
。
具
体
的
、
歴
史
的
に
は
、
ヒ
ツ
タ
イ
ト
、
エ
ジ
プ
ト
新
王
国
、
ア
ツ
シ
リ
ア
、
ペ
ル
シ
ャ
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
ト
統
一
国
家
の
形
成
、
等
々
。
(
五
五
t
六
ペ
ー
ジ
よ
り
要
約
)
」
(
『
歴
史
評
論
』
ニ
二
八
号
、
一
O
l
一
一
ペ
ー
ジ
〉
。
「
『
資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
詩
形
態
』
(
国
民
文
庫
・
一
九
六
三
年
〉
の
す
ぐ
れ
た
翻
訳
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
歴
史
学
徒
に
も
な
じ
み
深
い
、
手
島
正
毅
氏
は
、
最
近
『
詩
形
態
』
の
詳
細
な
解
説
を
試
み
た
労
作
公
経
済
》
一
九
九
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
ワ
い
て
(
五
)
六
八
年
十
月
・
十
二
月
・
六
九
年
一
月
号
に
掲
載
)
に
お
い
て
、
次
の
よ
7
に
昔
日
、
7
0
山
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
典
古
代
よ
り
約
二
五
O
O
年
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
成
立
し
た
ア
ジ
ア
的
古
代
。
こ
れ
が
人
類
の
通
過
し
た
最
初
の
奴
隷
制
の
段
階
で
あ
る
。
(
《
経
済
》
六
八
年
十
二
月
号
八
八
ペ
ー
ジ
よ
り
要
約
。ω
総
括
的
統
一
体
の
具
現
者
た
る
唯
一
者
が
、
共
同
体
の
全
土
地
と
全
成
員
を
事
実
上
所
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
ア
ジ
ア
の
そ
れ
(
奴
隷
制
・
原
)
は
総
括
的
奴
隷
制
、
な
い
し
全
般
的
奴
隷
制
な
の
で
あ
る
。
(
同
前
・
九
0
ペ
ー
ジ
)
ま
た
、
最
近
、
一
九
六
四
年
以
降
ソ
連
邦
に
お
い
て
復
活
し
て
き
た
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
の
主
要
論
文
、
討
論
報
告
等
を
編
訳
し
、
わ
が
国
に
紹
介
し
た
福
富
正
実
氏
は
、
そ
の
労
作
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
の
復
活
』
(
未
来
社
.
一
九
六
九
年
〉
の
解
説
的
論
評
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
川
マ
ル
ク
ス
が
『
経
務
学
批
判
』
の
序
吾
一
口
に
お
い
て
も
ち
い
た
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
』
概
念
、
あ
る
い
は
、
司
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
も
ち
い
た
『
古
代
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
』
概
念
は
、
『
社
会
的
生
産
過
程
の
敵
対
的
形
態
』
令
批
判
』
序
言
)
と
し
て
の
敵
対
的
な
生
産
様
式
で
あ
る
。
(
前
掲
書
二
ニ
七
五
ペ
ー
ジ
〉
ω
い
う
ま
で
も
な
く
、
『
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
』
概
念
は
、
『
諮
形
態
』
に
お
け
る
『
総
体
的
奴
隷
制
』
概
念
と
完
全
に
対
応
し
て
い
る
。
〈
同
前
・
=
一
八
0
ペ
ー
ジ
)
」
(
同
上
一
一
l
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
さ
て
原
氏
は
「
町
本
源
的
所
有
』
は
、
平
田
清
明
氏
い
か
明
快
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
『
生
産
行
為
の
主
体
と
客
体
の
関
係
す
な
わ
ち
労
働
様
式
』
を
九
四
お
さ
え
な
が
ら
、
そ
の
本
質
均
規
定
が
提
示
さ
れ
る
一
も
の
で
は
あ
る
が
し
か
し
、
そ
れ
は
「
『
生
産
活
動
と
し
て
の
所
有
』
(
規
定
1
〉
、
『
類
帰
属
と
し
て
の
所
布
』
(
規
定
2
可
『
意
識
関
係
行
為
と
し
て
の
所
有
』
(
規
定
3
)
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
そ
の
本
質
規
定
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
(
「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
経
済
学
と
歴
史
認
識
」
第
二
部
ゴ
一
本
源
的
所
有
と
は
何
か
《
思
想
》
五
O
六
号
、
一
一
一
一
一
t
六
ペ
ー
ジ
〉
」
〈
ニ
0
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
一
『
諸
形
態
』
で
は
、
右
の
三
つ
の
視
点
か
ら
そ
の
本
質
規
定
が
与
え
h
り
れ
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
、
総
括
的
に
、
『
自
分
の
も
の
と
し
て
の
所
有
』
(
規
定
4
)
と
い
う
一
般
的
規
定
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
言
、
7
0
し
た
が
っ
て
所
有
と
は
本
源
的
に
は
|
そ
こ
で
ま
た
、
そ
の
《
所
有
の
》
ア
ジ
ア
的
・
ス
ラ
プ
的
・
古
代
的
・
ゲ
ル
マ
ン
的
形
態
で
は
労
働
す
る
(
生
産
す
る
)
主
体
(
な
い
し
自
己
を
再
生
産
す
る
主
体
〉
が
、
自
分
の
も
の
と
し
て
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
に
そ
の
所
有
は
、
ま
た
こ
の
生
産
の
諸
条
件
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
る
で
あ
ろ
う
(
四
四
ペ
ー
ジ
〉
。
こ
の
一
般
的
規
定
の
中
に
、
本
源
的
所
有
が
転
回
す
る
論
理
が
明
確
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
所
有
は
、
『
生
産
の
諸
条
件
の
い
か
ん
』
、
例
え
ば
、
労
働
す
る
主
体
が
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
現
れ
る
〈
奴
隷
制
、
農
奴
制
)
か
、
あ
る
い
は
生
産
の
諸
条
件
が
す
で
に
労
働
の
生
産
物
ハ
手
工
業
の
用
具
等
)
で
あ
る
場
合
等
に
よ
っ
て
、
『
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
円
前
者
の
場
合
は
『
奴
隷
制
・
農
奴
制
的
』
所
有
形
態
、
後
者
の
場
合
は
『
ツ
ン
フ
ト
的
』
所
有
形
態
、
を
と
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
が
言
、
7
『
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
』
と
は
、
本
源
的
所
有
の
三
形
態
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
第
二
次
的
所
有
の
こ
と
含
さ
し
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
『
規
定
』
に
つ
づ
く
叙
述
の
展
開
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
よ
び
お
こ
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
『
総
体
的
奴
隷
制
』
と
い
う
用
語
を
含
む
、
か
の
著
名
な
る
一
節
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
『
奴
隷
制
お
よ
び
農
奴
制
等
ハ
H
第
二
次
的
所
有
・
原
)
は
、
共
同
団
体
と
共
同
凪
体
内
の
労
働
の
つ
え
に
き
ず
か
れ
た
所
有
の
、
必
然
的
首
尾
一
貫
し
た
結
果
で
あ
る
と
は
い
え
、
つ
ね
に
二
次
的
で
あ
っ
て
、
本
源
的
な
も
の
で
は
な
い
』
(
四
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
本
源
的
所
有
と
第
二
次
的
所
有
と
の
本
質
的
区
別
、
お
よ
び
前
者
か
ら
後
者
へ
の
転
回
が
明
確
に
一
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
所
有
の
本
源
的
形
態
が
生
産
諸
条
件
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
と
る
で
あ
ろ
う
『
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
』
と
は
、
『
奴
隷
制
・
農
奴
制
的
』
所
有
形
態
お
よ
び
『
ツ
y
フ
ト
的
』
所
有
形
態
、
す
な
わ
ち
第
二
次
的
所
有
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
は
じ
め
て
、
『
自
分
の
も
の
と
し
て
の
所
有
』
と
い
う
『
規
定
4
』
が
本
源
的
所
有
と
そ
れ
の
『
必
然
的
で
首
尾
一
貫
し
た
結
果
』
と
し
て
の
第
二
次
的
所
有
を
も
包
括
す
る
一
般
的
規
定
、
す
な
わ
ち
前
資
本
主
義
的
所
有
の
一
般
的
規
定
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
源
的
所
有
と
第
二
次
的
所
有
が
、
敵
対
性
(
あ
る
い
は
異
質
性
〉
と
同
一
性
の
両
側
面
に
お
い
て
統
-
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
『
資
本
制
生
涯
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
ハ
五
〉
本
源
的
所
有
の
本
質
規
定
ハ
そ
れ
は
ま
た
『
前
資
本
主
義
的
所
有
』
の
一
般
的
規
定
で
も
あ
る
)
に
到
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
本
源
的
所
有
の
三
形
態
に
た
ち
か
え
る
と
き
、
こ
の
三
形
態
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
点
と
さ
れ
た
表
象
U
歴
史
的
現
実
、
す
な
わ
ち
、
古
代
ア
ジ
ア
・
古
典
古
代
・
ゲ
ル
マ
ン
と
い
う
歴
史
的
に
生
起
し
た
歴
史
的
陛
界
の
序
列
に
し
た
が
っ
て
、
単
純
に
第
一
、
第
二
、
第
三
の
所
有
形
態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
で
あ
る
、
労
働
す
る
諸
個
人
と
彼
ら
が
そ
れ
に
帰
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
占
有
者
あ
る
い
は
所
有
者
た
り
う
る
共
同
団
体
と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
関
係
、
す
な
わ
ち
『
一
共
同
体
ま
た
は
種
族
の
成
員
一
の
、
種
族
の
土
地
、、
に
対
す
る
関
係
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
成
員
の
現
実
的
個
人
の
「
私
有
」
の
推
進
的
諸
段
階
が
、
論
理
的
に
排
列
』
さ
れ
て
い
る
、
こ
と
が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
東
洋
的
・
古
典
古
代
的
・
ゲ
ル
マ
ン
的
の
代
表
的
三
形
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
本
源
的
」
所
有
の
内
部
に
拘
束
さ
れ
て
の
み
、
論
理
的
な
意
味
で
選
動
序
列
・
発
展
序
列
と
し
て
捉
え
う
る
の
で
あ
っ
て
、
原
始
・
古
代
・
中
世
と
い
っ
た
社
会
構
成
体
の
素
朴
な
基
礎
概
念
で
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
』
(
以
よ
・
「
覚
書
」
六
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
る
」
〈
ニ
O
l
一
一
一
ペ
ー
ジ
ゴ
右
の
原
氏
の
所
説
に
は
、
卓
見
も
あ
れ
ば
誤
解
も
含
ま
れ
て
い
る
。
誤
解
と
思
わ
れ
る
点
は
、
氏
が
「
生
産
の
諸
条
件
の
い
か
ん
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
労
働
す
る
主
体
が
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
現
わ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
生
産
の
諸
条
件
が
す
で
に
労
働
の
生
産
物
で
あ
る
場
合
を
さ
す
、
つ
ま
り
第
二
次
所
有
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
だ
が
マ
ル
ク
ス
の
当
該
文
章
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
う
は
九
五
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
理
解
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
0
マ
ル
ク
ス
は
本
源
的
所
有
が
、
「
生
産
諸
一
条
件
の
い
か
ん
」
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
l
ア
ジ
ア
的
・
ス
ラ
ヴ
的
・
古
代
的
・
ゲ
ル
マ
ン
的
な
ど
の
ー
ー
を
と
る
、
と
い
っ
て
い
ろ
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
第
二
次
的
形
態
を
さ
し
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
空
た
「
自
分
の
も
の
と
し
て
の
所
有
」
と
い
う
規
定
が
「
本
源
的
所
有
と
そ
れ
の
『
必
然
的
で
首
尾
一
貫
し
た
結
果
』
と
し
て
の
第
二
次
的
所
有
を
も
包
括
す
る
一
般
的
規
定
」
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
前
資
本
主
義
的
所
有
の
一
般
的
規
定
で
も
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
「
白
分
の
も
の
と
し
て
の
所
有
と
い
う
こ
の
規
定
」
で
、
本
源
的
所
有
と
二
次
的
所
有
が
本
質
的
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
め
で
あ
っ
て
、
ま
た
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
二
次
的
所
有
と
資
本
主
義
的
所
有
が
同
一
性
ー
ー
も
ち
ろ
ん
両
者
は
異
質
性
に
お
い
て
も
杷
え
ら
れ
る
が
1
l
i
に
お
い
て
把
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
資
本
・
賃
労
働
関
係
が
成
交
す
る
た
め
に
は
、
「
労
働
者
自
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
身
、
生
き
て
い
る
労
働
力
能
自
休
が
、
な
お
直
接
伝
客
観
的
生
産
条
件
の
、
、
、
も
と
に
属
し
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
領
有
さ
れ
て
い
る
1
1ー
し
た
が
っ
て
奴
隷
と
か
農
奴
と
か
で
あ
る
よ
、
7
な
諸
関
係
の
解
休
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
「
資
本
に
と
っ
て
は
、
労
働
者
は
生
産
条
件
で
は
な
く
て
、
労
働
で
あ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
資
本
が
労
働
を
機
械
に
よ
っ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
水
や
空
気
に
よ
っ
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
さ
た
ら
、
い
っ
そ
う
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
資
本
は
労
働
者
を
領
有
す
る
の
で
は
な
く
て
、
彼
の
労
働
を
領
有
す
る
の
で
あ
る
|
|
直
接
的
に
で
は
な
く
、
交
換
を
遇
じ
て
間
接
的
に
。
」
九
ノ、
こ
の
意
味
で
、
二
次
的
所
有
と
資
本
主
義
的
所
有
は
、
そ
の
性
格
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
労
働
す
る
主
体
が
生
産
条
件
に
対
す
る
関
係
」
の
見
地
か
ら
は
、
本
源
的
所
有
に
対
し
、
二
次
的
所
有
も
資
本
主
義
的
所
有
も
同
一
位
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
源
的
所
有
↓
非
本
源
的
所
有
(
二
次
的
所
有
と
資
本
主
義
的
所
有
)
↓
本
源
的
所
有
と
い
う
「
否
定
の
否
定
」
に
よ
る
、
よ
り
高
次
の
社
会
へ
の
発
展
が
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
必
然
と
し
て
展
望
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
原
氏
の
誤
解
に
関
連
し
て
問
題
に
な
る
の
は
、
原
氏
が
平
田
氏
の
規
定
ー
を
誤
解
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
原
氏
の
規
定
仙
が
実
は
平
田
氏
の
規
定
1
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
氏
に
よ
る
平
田
氏
の
本
源
的
所
有
の
本
質
規
定
の
誤
解
は
、
平
日
比
が
規
定
1
を
「
生
産
活
動
と
し
て
の
所
有
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
平
田
氏
は
規
定
ー
を
「
生
産
活
動
と
し
て
の
所
有
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
を
氏
は
「
一
小
和
と
は
木
源
的
に
は
、
自
が
ほ
属
す
る
も
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
し
て
の
、
人
間
固
有
の
定
在
と
と
も
に
前
提
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
自
然
的
生
産
諸
条
件
に
対
す
る
人
閉
め
関
係
行
為
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
白
己
の
肉
体
の
い
わ
ば
延
長
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
自
分
自
身
の
自
然
的
前
提
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
生
産
諸
条
件
に
対
す
る
関
係
行
為
で
あ
る
」
(
傍
点
は
マ
ル
ク
ス
)
と
い
7
マ
ル
ク
ス
の
所
説
に
求
め
て
い
る
。
だ
が
平
田
氏
の
こ
の
想
定
1
は
、
「
生
産
活
動
の
所
有
」
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
原
氏
が
「
自
分
の
も
の
と
し
て
の
所
有
」
(
規
定
4
〉
と
し
て
い
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
平
田
氏
の
規
定
1
、
2
、
3
は
、
い
ず
れ
も
「
本
源
的
所
有
」
の
本
質
規
定
と
し
て
総
合
的
・
統
一
的
に
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
規
定
の
1
、
2
、
3
は
内
的
不
可
分
離
の
関
係
に
あ
り
、
規
定
の
ー
は
必
然
的
に
規
定
の
2
で
あ
り
、
規
定
の
2
は
必
然
的
に
規
定
の
3
で
あ
る
と
同
町
に
、
逆
に
3
は
2
で
あ
り
、
2
は
ー
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
規
定
1
N規
定
2
礼
規
定
3
」
に
ほ
か
な
ら
な
(
剖
)そ
し
て
、
こ
の
古
川
で
の
誤
解
が
、
原
氏
が
、
「
自
分
の
も
の
と
し
て
の
所
有
」
と
い
う
規
定
が
本
源
的
所
有
と
二
次
的
所
有
を
も
包
括
す
る
前
資
本
主
義
的
所
有
の
一
般
的
規
定
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
点
と
内
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
氏
の
こ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
で
は
、
そ
も
そ
も
本
源
的
所
有
と
二
次
的
所
有
を
区
別
す
る
本
質
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
原
氏
の
卓
見
と
思
わ
れ
る
点
は
、
一
本
源
的
所
右
の
三
一
形
態
は
、
原
始
・
古
代
・
中
世
と
い
っ
た
社
会
構
成
体
の
、
素
朴
な
基
礎
概
念
で
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
」
と
い
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
や
や
も
す
れ
ば
、
素
朴
な
基
礎
概
念
説
が
み
ら
れ
る
が
、
た
し
か
に
、
村
人
一
五
構
成
体
の
基
礎
・
前
提
と
し
て
の
役
割
が
本
源
的
所
有
の
一
二
形
態
、
し
た
が
っ
て
共
同
体
の
三
形
態
に
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
決
し
て
本
朴
な
も
の
で
は
な
く
、
並
行
的
な
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
点
は
の
ち
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
単
な
る
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。
で
は
、
本
源
的
所
有
と
な
ら
ん
で
資
本
主
義
的
所
有
と
対
比
さ
れ
る
、
も
う
一
つ
の
前
資
本
主
義
的
所
有
、
す
な
わ
ち
第
二
次
的
所
有
の
カ
テ
ゴ
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
リ
I
規
定
を
、
原
氏
は
ど
の
よ
う
に
明
確
に
さ
れ
た
か
。
原
氏
は
次
の
よ
、
つ
に
い
、
っ
。
第
二
次
的
所
有
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
『
諸
形
態
』
の
中
で
は
、
い
わ
ば
か
く
れ
た
論
理
的
位
置
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
意
義
が
、
芝
原
氏
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
発
具
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
看
過
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
さ
る
。
第
二
次
的
所
有
、
す
な
わ
ち
奴
隷
制
・
農
奴
制
等
、
の
論
理
的
位
置
づ
け
に
お
い
て
も
、
『
諸
形
態
』
は
二
重
の
論
理
構
成
で
一
貫
し
て
い
る
。
ま
ず
、
対
比
上
の
論
理
序
列
か
、
り
す
れ
ば
、
「
奴
隷
制
や
農
奴
制
等
の
も
と
で
は
、
労
働
者
自
身
、
あ
る
第
三
者
た
る
個
人
ま
た
は
共
同
体
の
た
め
に
お
こ
な
う
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
現
れ
る
」
(
四
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
か
ぎ
り
で
、
労
働
主
体
(
奴
隷
・
農
奴
等
)
が
生
症
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
に
く
り
こ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
関
係
に
お
い
て
、
自
然
、、
的
諸
条
件
と
相
即
的
に
結
合
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
資
本
主
義
的
所
有
と
本
質
的
に
区
別
さ
れ
る
特
質
が
存
在
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
の
こ
の
結
合
は
、
労
働
主
体
が
自
ら
の
た
め
に
労
働
す
る
の
で
は
な
く
、
第
三
者
た
る
個
人
ま
た
は
集
団
の
た
め
に
労
働
す
る
も
の
と
し
て
、
客
観
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
存
在
す
る
か
ぎ
り
で
、
ま
た
本
源
的
所
有
と
も
区
別
さ
れ
る
。
本
源
的
所
有
に
お
い
て
は
、
労
働
主
体
は
集
団
の
構
成
員
と
し
て
い
わ
ば
「
肯
定
的
」
に
労
働
の
自
然
的
諸
条
件
と
関
係
し
て
い
る
が
、
第
二
次
的
所
有
で
は
、
労
働
主
体
が
、
第
三
者
た
る
個
人
ま
た
は
集
団
に
よ
っ
て
、
生
産
の
客
観
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
所
有
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ぎ
り
で
、
労
働
主
体
と
そ
の
自
然
的
諸
条
件
と
の
関
係
は
「
否
定
的
L
九
七
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
結
合
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
こ
の
奴
隷
制
お
よ
び
農
奴
制
等
は
、
共
同
団
体
と
共
同
団
体
内
の
労
働
の
う
え
に
き
ず
か
れ
た
所
有
の
必
然
的
で
首
尾
一
貫
し
た
結
果
で
あ
る
と
は
い
え
、
つ
ね
に
二
次
的
で
あ
っ
て
、
本
源
的
な
も
の
で
は
な
い
」
(
四
五
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
る
。
右
の
所
説
の
限
り
で
は
原
氏
は
、
さ
き
に
み
た
本
源
的
所
有
と
二
次
的
所
有
を
前
資
本
主
義
的
規
定
と
し
て
同
一
性
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
い
う
一
一
回
を
強
調
し
、
マ
ル
ク
ス
の
所
説
を
誤
解
し
て
い
る
立
場
、
か
ら
離
れ
て
、
マ
ル
ク
ス
の
正
し
い
見
地
に
帰
っ
て
い
る
。
次
に
、
「
発
展
の
論
理
序
列
」
と
し
て
の
、
本
源
的
所
有
と
第
二
次
的
所
有
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
原
氏
は
、
そ
れ
は
次
の
『
諸
形
態
』
の
一
節
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
所
有
の
原
形
は
、
種
々
の
形
態
の
共
同
団
体
の
経
済
的
基
礎
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
ま
た
そ
れ
で
、
特
定
形
態
の
共
同
体
を
前
提
、
、
、
、
、
、
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
形
態
は
、
労
働
自
体
を
客
観
的
生
産
諸
条
件
の
一
つ
に
う
っ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
質
的
に
変
形
さ
れ
、
(
農
奴
制
と
奴
隷
制
〉
、
そ
の
結
果
、
状
態
第
一
号
の
も
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
所
有
形
態
は
す
べ
て
単
純
に
肯
定
的
な
性
格
を
ま
っ
た
く
喪
失
し
、
ま
た
変
形
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
形
態
は
す
べ
て
奴
隷
制
を
可
能
性
と
し
て
、
だ
か
ら
ま
た
そ
れ
自
身
の
止
揚
と
し
て
、
そ
の
な
か
に
合
ん
で
い
る
」
〈
五
一
t
二
ペ
ー
ジ
)
。
す
な
わ
ち
、
本
源
的
所
有
は
、
す
で
に
そ
の
う
ち
に
奴
隷
制
1
第
二
次
的
所
有
を
可
能
性
と
し
て
含
み
、
労
働
主
体
と
客
観
的
諸
条
件
と
の
肯
定
的
結
合
周
係
が
否
定
的
結
合
関
係
に
転
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
可
能
九
/¥ 
性
」
と
し
て
の
奴
隷
制
は
「
現
実
性
」
に
転
化
し
、
本
源
的
所
有
は
転
回
し
て
第
二
次
的
所
有
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
『
諸
形
態
』
で
は
次
の
よ
う
に
も
い
わ
れ
て
い
る
。
「
も
し
人
間
自
身
が
、
土
地
の
有
機
的
付
属
物
と
し
て
、
土
地
と
い
っ
し
ょ
に
征
服
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
は
生
産
諸
条
件
の
一
つ
と
し
て
一
括
征
服
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
て
奴
隷
制
や
農
奴
制
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
あ
ら
ゆ
る
共
同
団
体
の
本
源
的
形
態
を
や
が
て
ゆ
が
め
、
ま
た
変
形
さ
せ
、
そ
し
て
こ
れ
自
体
こ
れ
ら
共
同
団
体
の
基
礎
と
な
る
。
単
純
な
社
会
構
成
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
否
定
的
に
規
定
さ
れ
る
」
〈
三
七
ペ
ー
ジ
〉
。
原
氏
は
右
の
叙
述
の
な
か
に
、
「
本
源
的
所
有
か
ら
第
二
次
的
所
有
へ
の
、
す
な
わ
ち
原
始
共
同
社
会
か
ら
階
級
社
会
へ
の
転
回
の
論
理
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
二
O
二
二
ペ
ー
ジ
)
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
源
的
所
有
は
可
能
性
と
し
て
は
二
次
的
所
有
を
含
む
、
と
い
う
こ
と
は
、
弁
証
法
的
発
展
を
示
す
す
べ
て
の
事
物
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
本
源
的
所
有
と
二
次
的
所
有
は
同
一
規
定
に
お
い
て
包
括
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
も
し
い
え
る
と
す
る
な
ら
封
建
社
会
も
資
本
主
義
社
会
も
同
一
規
定
の
函
で
包
括
で
さ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
本
源
的
所
有
で
は
生
産
者
が
自
分
の
も
の
と
し
て
生
産
条
件
に
関
係
し
、
二
次
的
所
有
で
は
生
産
条
件
が
自
分
の
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
の
重
要
性
の
強
調
こ
そ
が
原
氏
に
は
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
μ
)
平
田
清
明
氏
は
「
『
諸
形
態
』
は
俗
に
い
う
一
一
一
形
態
論
で
は
な
い
。
ま
た
、
と
ん
な
る
共
同
体
の
理
論
で
も
な
い
」
(
「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
経
済
学
と
歴
史
認
識
」
ハ
下
ノ
一
一
)
、
『
思
想
』
五
O
六
号
、
一
九
六
八
年
入
月
号
一
一
0
ペ
ー
ジ
〉
、
そ
れ
は
「
蓄
積
H
循
環
論
と
し
て
の
所
有
論
」
で
あ
り
、
「
『
諸
形
態
』
に
挑
む
者
は
こ
の
基
本
テ
1
7
の
所
在
と
性
格
を
銘
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
(
向
上
一
O
九
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
そ
し
て
氏
は
、
し
か
る
に
「
在
来
の
『
諸
形
態
』
研
究
は
、
こ
れ
を
全
く
無
視
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
『
諸
形
態
』
の
研
究
が
正
常
な
理
論
的
研
究
で
な
か
っ
た
こ
と
の
最
大
の
証
左
で
あ
る
」
(
向
上
一
O
八
ペ
ー
ジ
)
と
い
わ
れ
る
。
氏
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
所
有
。
そ
れ
は
蓄
積
論
の
ア
ル
フ
ァ
で
あ
り
オ
メ
ガ
で
あ
る
。
所
有
と
は
盗
み
で
あ
る
、
と
プ
ル
1
ド
ン
は
言
っ
た
が
、
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
繰
り
返
し
問
う
、
l
l所
有
と
は
経
済
外
的
な
略
奪
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
的
所
有
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
明
ら
か
に
そ
う
で
は
な
い
。
近
代
市
民
社
会
(
商
品
生
産
社
会
〉
に
お
け
る
所
有
は
、
自
己
労
働
の
所
産
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
経
済
外
的
略
奪
の
対
立
物
で
あ
る
。
所
有
が
盗
略
で
あ
る
の
は
、
土
地
所
有
の
起
源
が
暴
力
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
か
の
『
勇
敢
な
プ
ル
!
ド
ン
』
が
攻
撃
し
え
た
の
は
、
こ
の
意
味
で
の
所
有
す
な
わ
ち
前
近
代
的
所
有
の
み
で
あ
っ
て
、
近
代
的
所
有
で
は
あ
り
え
な
い
。
財
産
と
は
盗
み
で
あ
る
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
、
自
己
労
働
に
も
と
づ
く
近
代
的
所
有
を
積
極
的
に
容
認
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ル
1
ド
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
を
経
済
理
論
的
に
克
服
す
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
一
八
四
0
年
代
以
来
の
重
大
な
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
(
向
上
一
O
七
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
、
「
か
の
『
哲
学
の
貧
困
』
〈
一
八
四
七
年
)
は
、
剰
余
価
値
論
に
よ
る
プ
ル
l
ド
ン
的
所
有
論
批
判
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
『
要
綱
』
(
一
八
五
七
|
八
年
)
の
マ
ル
ク
ス
は
、
蓄
積
リ
循
環
論
に
よ
っ
て
、
こ
の
批
判
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
何
が
課
題
と
し
て
五
0
年
代
の
マ
ル
ク
ス
に
残
さ
れ
て
い
た
の
か
。
『
本
源
的
非
剰
余
資
本
』
の
『
剰
余
資
本
』
へ
の
過
程
的
転
変
の
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
論
理
を
批
判
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
」
ハ
同
上
〉
と
の
ぺ
、
つ
づ
け
て
「
プ
ル
l
ド
ン
す
な
わ
ち
市
民
的
原
理
を
も
っ
て
律
す
れ
ば
、
略
奪
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
財
産
と
自
己
労
働
に
も
と
づ
く
財
産
と
は
、
峻
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
資
本
と
し
て
機
能
す
る
や
否
や
、
そ
れ
ら
は
反
復
す
る
循
環
過
程
の
な
か
で
、
い
ず
れ
も
他
人
の
不
払
労
働
の
所
産
に
転
変
す
る
。
し
か
も
、
等
価
交
換
H
市
民
的
原
理
が
貫
徹
し
た
経
済
的
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
転
変
す
る
。
循
環
H
蓄
積
論
に
お
い
て
こ
そ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
の
本
質
は
批
判
的
に
解
明
し
尽
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
プ
ル
l
ド
ン
批
判
も
ま
た
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
点
こ
そ
『
諸
形
態
』
を
貫
ぬ
く
赤
き
糸
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
新
た
に
指
摘
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
『
諸
形
態
』
の
批
判
的
検
討
を
開
始
す
る
」
(
向
上
)
。
こ
の
よ
う
に
、
「
『
諸
形
態
』
が
『
要
綱
』
全
体
の
論
理
的
文
脈
に
お
い
て
、
特
に
蓄
積
u
循
環
論
に
お
い
て
読
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
(
向
上
一
O
八
ペ
ー
ジ
)
こ
と
は
、
「
『
要
綱
』
中
の
『
諸
形
態
』
は
、
そ
れ
自
体
が
循
環
日
蓄
積
論
視
座
で
の
展
開
で
あ
る
が
、
『
諸
形
態
』
を
前
後
に
は
さ
む
『
要
綱
』
の
叙
述
部
分
が
い
ず
れ
も
循
環
H
蓄
積
論
そ
の
も
の
で
あ
る
。
『
諸
形
態
』
に
先
行
す
る
部
分
は
、
『
剰
余
資
本
I
』
か
ら
の
『
剰
余
資
本
E
』
の
成
立
に
お
い
て
『
領
有
法
則
の
転
回
』
が
お
こ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
後
続
す
る
部
分
は
、
『
必
然
的
な
弁
証
法
』
と
し
て
の
『
転
回
』
を
通
じ
て
、
『
労
働
者
の
所
得
喪
失
』
U
『
疎
外
』
が
発
生
す
る
こ
と
の
指
摘
に
つ
づ
い
て
、
循
環
論
を
国
有
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
同
上
)
こ
と
を
も
っ
て
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
『
諸
形
態
』
は
周
知
の
よ
う
に
、
『
自
由
な
労
働
と
こ
の
自
由
な
労
働
の
貨
幣
と
の
交
換
一
は
、
賃
労
働
の
前
提
で
あ
り
、
ま
た
資
本
の
歴
史
的
条
件
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
自
由
な
労
働
を
そ
れ
が
突
九
九
『
資
本
制
坐
誌
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
現
さ
れ
る
客
観
的
諸
条
件
l
|』
労
働
手
段
と
労
働
材
料
ー
ー
か
ら
分
離
す
る
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
前
提
で
あ
る
』
と
い
う
一
句
些
も
っ
て
始
ま
る
が
、
と
れ
ば
、
『
諸
形
態
い
が
蓄
積
H
循
環
論
の
視
座
に
た
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
」
(
同
上
一
O
九
ペ
ー
ジ
)
と
も
氏
は
い
わ
れ
る
。
右
の
平
田
氏
の
所
説
は
、
氏
自
身
の
い
わ
れ
る
上
う
に
、
決
し
て
平
田
氏
の
恋
怠
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
『
詩
形
態
』
の
論
旨
か
ら
も
『
要
綱
』
全
体
に
お
け
る
そ
の
理
論
的
位
置
か
ら
も
、
い
わ
ば
自
明
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
こ
と
と
し
て
、
な
お
本
源
的
所
有
お
よ
び
共
河
体
の
三
形
態
論
と
し
て
、
こ
れ
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
と
、
コ
し
た
読
み
方
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
何
も
誤
り
で
も
な
け
れ
ば
無
意
義
で
も
な
い
こ
と
、
こ
の
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
所
有
を
基
本
テ
!
?
と
す
る
『
詩
形
態
h
の
正
し
い
理
解
で
あ
る
。
平
田
氏
は
本
源
的
所
有
の
本
質
規
定
を
三
点
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
る
。
ま
ず
規
定
1
1
1氏
は
こ
れ
を
「
生
産
活
動
と
し
て
の
所
有
」
と
い
わ
れ
る
ー
ー
で
あ
る
が
、
氏
は
、
7
ル
ク
ス
が
「
所
有
と
は
本
源
的
に
は
、
自
分
に
属
す
る
も
の
と
し
て
の
、
自
分
の
も
の
と
し
て
の
人
間
固
有
の
定
在
と
と
も
に
前
提
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
自
然
的
生
産
諸
条
件
に
た
い
す
る
人
聞
の
関
係
行
為
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
自
己
の
肉
体
の
い
わ
ば
延
長
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
、
自
分
自
身
の
自
然
的
前
提
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
生
産
諸
条
件
に
た
い
す
る
関
係
行
為
で
あ
る
」
(
の
E
Eユ串
0
・
∞
ω由
ゲ
高
木
訳
E
四
二
五
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
て
い
る
こ
と
の
な
か
に
、
「
生
産
行
為
の
主
体
と
容
体
と
が
、
旧
互
に
他
者
の
定
在
と
時
所
を
ひ
と
し
く
し
て
自
然
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
っ
て
は
人
間
は
、
一
方
で
は
ー
!
主
体
相
互
凶
と
し
て
は
1
1共
同
体
組
織
の
な
か
に
埋
没
し
て
お
り
、
他
方
、
対
象
条
件
と
の
珂
係
に
お
い
て
は
、
客
体
す
な
わ
ち
母
な
る
大
地
の
ふ
と
こ
ろ
に
懐
か
れ
て
い
る
。
ぞ
れ
ゆ
え
、
そ
一O
O
こ
で
は
主
体
と
客
体
と
は
来
分
化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
主
体
と
客
体
の
自
立
的
指
定
を
も
た
ら
す
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
生
産
活
動
で
あ
る
。
人
聞
は
、
労
働
す
る
主
体
と
し
て
外
的
な
対
象
条
件
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
『
個
体
の
非
有
機
的
肉
体
』
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
み
ず
か
ら
の
客
体
と
す
る
の
で
あ
る
し
(
平
田
氏
前
掲
論
文
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
)
と
認
識
し
、
こ
こ
で
は
、
生
産
行
為
の
主
体
と
客
体
の
関
係
す
な
わ
ち
労
働
様
式
を
お
さ
え
な
が
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
客
休
的
条
件
に
力
点
を
お
い
て
こ
れ
を
規
定
ー
と
し
て
い
る
。
次
に
規
定
2
1
|
|
氏
は
こ
れ
を
類
帰
属
と
し
て
の
所
有
と
い
わ
札
る
ー
ー
で
あ
る
が
、
氏
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
所
有
と
は
、
あ
る
種
族
(
共
同
体
組
織
〉
へ
帰
属
す
る
こ
と
〈
そ
の
な
か
で
主
体
的
・
客
体
的
存
在
を
も
つ
こ
と
〉
で
あ
り
そ
し
て
こ
の
共
同
体
組
織
の
、
土
地
に
た
い
す
る
・
そ
れ
の
非
有
機
的
肉
体
と
し
て
の
大
地
に
た
い
す
る
・
関
係
行
為
を
媒
介
に
し
て
の
・
個
体
の
土
地
に
た
い
す
る
関
係
行
為
、
彼
の
個
体
性
に
属
す
る
前
提
条
件
、
個
体
性
の
定
在
様
式
と
し
て
の
生
産
の
外
的
な
原
初
条
件
1
1
1大
地
・
1
1
に
た
い
す
る
関
係
行
為
で
あ
る
」
(
の
E
白骨一
5
0・印
6
gド
高
木
訳
E
四
二
六
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
て
い
る
の
を
引
用
し
、
「
こ
の
第
二
規
定
が
、
所
有
と
い
う
関
係
行
為
の
主
体
的
契
機
と
客
体
的
契
機
に
お
い
?
本
滅
的
所
有
は
自
然
的
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
こ
と
、
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
二
重
の
意
味
で
の
当
然
性
は
、
本
源
的
所
有
を
、
そ
れ
じ
た
い
『
歴
史
的
過
程
』
の
帰
結
た
る
自
由
な
小
土
地
所
有
と
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
空
た
同
じ
く
、
資
本
制
所
冶
か
ら
本
源
的
所
有
を
区
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
性
を
剥
ぎ
と
れ
ば
、
こ
の
本
源
的
所
有
の
第
二
規
定
は
、
所
有
一
般
の
木
質
規
定
に
な
る
こ
と
、
第
一
規
定
の
ば
あ
い
と
同
様
で
あ
る
」
(
平
田
氏
前
掲
論
又
、
一
一
五
ペ
ー
ジ
〉
と
い
号
。
最
後
に
規
定
3
1
1
i氏
は
こ
れ
を
「
意
識
関
係
行
為
と
し
て
の
所
有
」
と
い
わ
れ
る
ー
ー
に
つ
い
て
、
氏
は
、
マ
ル
ク
ス
の
「
所
有
権
が
、
自
分
の
も
の
と
し
て
の
生
産
諸
条
件
に
た
い
す
る
意
識
さ
れ
た
関
係
行
為
l
i
t
そ
し
て
こ
れ
は
個
々
人
に
か
ん
し
て
は
、
共
河
体
組
識
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
ま
た
規
範
と
し
て
公
布
さ
れ
、
か
つ
保
証
さ
れ
る
も
の
1
1』
に
す
ぎ
な
い
か
ぎ
り
、
し
た
が
っ
て
生
震
者
と
い
う
定
在
が
、
生
皮
者
に
属
す
る
客
観
酌
諸
条
件
に
お
け
る
一
定
在
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
所
有
は
生
産
自
体
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
。
現
実
的
な
領
有
は
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
に
た
い
す
る
、
思
念
さ
れ
た
交
渉
で
で
は
な
く
、
能
動
的
な
現
実
的
な
・
交
渉
!
!
}
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
自
己
の
主
体
的
活
動
の
諸
条
件
と
し
て
現
実
に
措
定
す
る
こ
と
i
ー
で
は
じ
め
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
の
E
口弘ユ
g
p
∞-
S
M・
高
木
訳
E
四
二
七
八
ペ
ー
ジ
)
を
引
用
し
、
「
こ
の
第
三
規
定
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
お
け
る
所
有
権
の
観
念
性
に
た
い
す
る
唯
物
論
的
批
判
意
識
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
読
者
の
味
読
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
』
の
内
的
な
法
則
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
す
る
た
め
に
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
の
歴
史
的
起
源
』
を
論
じ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
『
歴
史
的
起
源
』
を
、
『
経
済
学
の
諸
範
鴎
に
よ
っ
て
理
論
的
に
ま
た
は
観
念
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
生
産
形
態
の
歴
史
的
起
源
』
ハの
E
国内田口由。池田・
ω
8・
高
木
訳
E
囚
ニ
二
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
論
理
的
に
解
析
し
た
の
で
あ
る
」
(
平
田
氏
前
掲
論
文
、
一
一
六
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
。
こ
の
三
つ
の
規
定
は
、
本
源
的
所
有
の
本
質
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
規
定
1
、
2
、
3
と
い
う
よ
う
に
分
類
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
平
田
氏
が
そ
う
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
氏
は
こ
の
三
つ
の
規
定
の
見
地
か
ら
本
源
的
所
有
の
三
形
態
の
説
明
を
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
ハ
豆
)
原
氏
に
よ
る
「
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
」
説
阿
川
氏
は
次
に
「
総
体
的
奴
隷
制
し
の
問
題
に
移
る
。
す
な
わ
ち
原
氏
は
、
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
u
階
級
的
社
会
構
成
説
は
す
で
に
・
:
:
例
示
し
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
は
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
を
基
礎
と
す
る
総
体
均
奴
隷
航
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
あ
る
」
(
三
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
し
、
一
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
と
『
総
体
的
奴
隷
制
』
と
の
関
係
如
何
と
い
う
こ
と
に
、
第
一
の
論
点
が
あ
る
」
(
向
上
)
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
司
総
体
的
奴
隷
制
』
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
『
労
働
奴
隷
制
』
あ
る
い
は
『
家
内
奴
隷
制
』
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
対
比
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
に
お
け
る
奴
隷
制
の
性
格
規
定
を
論
子
る
さ
い
、
論
議
さ
れ
て
き
た
0
・
:
周
知
の
よ
、
つ
に
、
『
総
体
的
奴
隷
制
』
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
『
諸
形
態
』
に
お
い
て
の
み
、
し
か
も
た
だ
一
ヵ
所
で
だ
け
、
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
勿
論
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
、
二
度
と
使
用
し
た
こ
と
は
な
い
。
・
・
ま
ず
原
文
が
参
照
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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♂
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21日目白
一
{
甲
山
NWω
・ω
〉
右
の
引
用
文
に
対
応
す
る
、
手
島
正
毅
氏
の
訳
文
を
次
に
掲
げ
る
。
奴
隷
制
や
農
奴
制
等
の
も
と
で
は
、
労
働
者
自
身
あ
る
第
三
者
た
る
個
人
ま
た
は
共
同
団
体
の
た
め
に
お
こ
な
う
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
現
れ
る
が
、
(
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
東
洋
の
全
般
的
、
、
、
、
奴
隷
制
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
た
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
観
点
か
ら
だ
け
い
え
る
こ
と
で
あ
る
J
ー
ー
し
た
が
っ
て
所
有
は
も
は
や
、
労
働
の
客
観
的
諸
条
件
に
対
す
る
み
ず
か
ら
労
働
す
る
個
人
の
関
係
行
為
で
は
な
い
が
ー
ー
ー
、
こ
の
奴
隷
制
お
よ
び
農
奴
制
等
は
、
共
同
団
体
と
共
同
団
体
内
の
労
働
の
う
え
に
き
ず
か
れ
た
所
有
の
、
必
然
的
で
首
尾
一
貫
し
た
結
果
で
あ
る
と
は
い
え
、
つ
ね
に
二
次
的
で
あ
っ
て
、
本
源
的
な
も
の
で
は
な
い
。
〈
国
民
文
庫
本
『
諸
形
態
』
四
四
|
五
ペ
ー
ジ
〉
こ
の
部
分
は
、
さ
き
に
も
論
及
し
た
が
、
第
二
次
的
所
有
1
奴
隷
制
・
長
奴
制
等
の
本
質
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
源
的
所
有
と
の
対
比
に
お
い
て
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
の
個
所
は
、
。
文
中
括
孤
で
く
く
っ
た
N
・
ω
・
HumHQR
田口問
O
E
O
-
5ロ
ω富田
4
2巴
門
回
目
的
。
円
宮
口
門
的
口
山
口
町
件
仏
印
門
司
即
日
目
"
ロ
ロ
吋
4
0
5
2
3
1
Z口
F
g
宮
山
口
付
口
同
4
5
4
司
由
民
扇
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
手
島
訳
は
、
右
に
掲
げ
た
が
、
特
に
丘
四
回
口
四
日
巴
日
目
5
ω
度
当
日
円
己
仏
g
oユ
g
g
を
『
東
洋
の
全
般
的
奴
隷
制
』
と
訳
し
、
マ
ル
・
エ
ン
選
集
訳
は
、
当
該
文
章
を
『
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
総
体
的
奴
隷
制
が
存
在
す
る
東
洋
に
は
あ
て
は
ま
、、
ら
な
い
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
観
点
か
、
り
し
て
だ
け
そ
う
な
の
で
あ
る
』
〈
マ
ル
・
エ
シ
選
集
第
九
巻
二
五
四
ペ
ー
ジ
)
と
反
訳
し
て
い
る
。
『
話
形
態
』
の
こ
の
文
章
で
は
、
奴
隷
制
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
、
、
、
ら
、
選
集
訳
で
『
総
体
的
奴
隷
制
が
存
在
す
る
束
、
洋
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
』
(
傍
点
・
原
)
と
反
訳
す
る
の
は
明
ら
か
に
誤
訳
と
い
う
八
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
在
日
回
目
ぽ
巾
虫
色
ロ
日
ω
E
E
4
3
a
仏
日
目
。
ュ
3
3
必ず}『東
洋
の
全
般
的
奴
隷
制
』
あ
る
い
は
『
東
洋
の
総
体
的
奴
隷
制
』
と
訳
す
の
は
、
果
し
て
適
訳
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
戸
口
四
日
目
白
山
口
と
い
う
形
容
詞
の
意
味
に
あ
る
。
一
般
に
即
日
日
間
巾
自
己
口
は
吉
田
O
邑
巾
円
と
対
を
な
す
語
で
あ
っ
て
、
《
同
日
叩
山
口
問
。
H
冊目白叩
ω昨
U
4
2
0日
に
対
し
て
、
円
日
目
白
吉
田
D
E
O円。
ω民
自
由
門
司
円
が
そ
の
対
立
概
念
と
し
て
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
ワ
て
、
後
者
を
『
特
殊
的
奴
隷
制
』
と
訳
す
な
ら
、
前
者
は
『
一
般
的
』
あ
る
い
は
『
全
般
的
奴
隷
制
』
と
訳
し
て
も
、
そ
れ
自
体
と
し
て
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
総
体
的
奴
隷
制
』
に
し
て
も
、
『
全
般
的
奴
隷
制
』
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
と
そ
う
理
解
し
て
き
た
よ
う
に
東
洋
の
奴
隷
制
は
同
総
体
的
奴
隷
制
』
で
あ
る
と
い
っ
、
東
洋
の
奴
隷
制
一
般
を
総
称
す
る
絶
対
的
な
意
味
あ
い
に
受
け
と
れ
か
ね
な
い
訳
語
で
あ
る
と
-
一
一
口
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
、
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
が
凡
て
丘
四
丘
百
四
H
H
E
B
ω
E
2
2四円
で
あ
る
と
、
本
質
規
定
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
一
般
の
う
ち
、
z
g
E
R
で
は
な
い
山
口
岡
町
5
2ロ
な
も
の
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
制
・
農
奴
制
等
と
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ハ
因
に
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
古
典
的
奴
隷
制
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
制
一
般
の
う
ち
で
、
色
向
。
ョ
巴
ロ
な
も
の
で
あ
っ
て
、
ZωOロ
品
。
円
な
も
の
で
は
な
い
J
し
た
が
っ
て
、
右
の
よ
う
な
意
味
あ
い
を
も
っ
当
該
個
所
の
反
訳
は
、
『
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
な
形
態
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
』
と
か
、
よ
り
直
訳
的
に
は
『
東
洋
の
奴
隷
制
の
一
般
的
な
も
の
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
』
と
訳
し
た
方
が
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
は
、
右
の
文
章
に
お
い
て
、
東
洋
の
奴
隷
制
一
般
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
制
一
般
と
を
比
較
し
論
じ
た
の
で
は
な
く
、
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
、
一
般
的
な
も
の
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
す
る
奴
隷
制
(
お
よ
び
農
奴
制
等
)
の
普
遍
的
、
一
般
的
な
も
の
と
を
比
較
し
、
前
者
が
第
二
次
的
所
有
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
合
ま
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
洋
の
奴
隷
制
の
特
殊
的
(
σ
2
0
ロ
念
。
な
も
の
は
当
然
考
慮
の
う
ち
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
ヨ
、
、
、
l
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
制
の
特
殊
的
な
も
の
も
論
理
上
当
然
予
想
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
右
の
よ
う
に
、
仏
ぽ
田
口
問
叩
HHHa5ω
呂田
4
3色
白
2
0立
g
gを
理
解
、、
す
る
と
き
、
次
に
つ
づ
く
、
『
た
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
観
点
か
ら
の
み
い
え
る
に
す
ぎ
な
い
』
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
史
観
に
た
っ
て
、
一
面
的
に
世
界
史
を
裁
断
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
当
該
部
分
を
、
意
に
よ
っ
て
語
を
補
い
解
釈
す
れ
ば
、
ρ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
に
U
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
第
二
次
的
所
有
(
奴
隷
制
・
農
奴
制
等
)
の
観
点
か
ら
の
み
、
そ
の
本
質
的
な
性
格
が
認
識
で
き
る
の
だ
H
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
が
立
脚
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
世
界
史
的
な
観
念
、
人
類
史
的
な
立
場
で
あ
っ
て
、
偏
狭
な
個
別
民
族
的
地
域
的
な
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
の
マ
ル
ク
ス
の
世
界
史
的
・
人
類
史
的
観
点
に
よ
っ
て
、
始
め
て
、
東
洋
で
は
吉
田
口
口
仏
R
な
も
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
山
口
問
Z
5
5
な
も
の
と
し
て
典
型
的
に
見
出
さ
れ
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て
、
東
洋
で
由
民
州
叩
B
叩
宮
な
も
の
の
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
が
い
う
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
』
と
い
う
表
現
は
、
特
定
地
域
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
普
遍
的
・
世
界
史
的
な
発
展
段
階
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
量
的
な
次
元
で
は
な
く
質
的
次
元
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
観
点
』
と
は
、
特
殊
地
域
史
的
・
民
族
史
的
観
点
で
は
な
く
、
世
界
史
的
な
社
会
構
成
体
の
発
展
法
則
の
観
点
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
」
〈
二
一
一
一
|
五
ペ
ー
ジ
〉
。
右
の
原
氏
の
解
釈
を
ど
う
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
マ
ル
ク
ス
が
、
東
洋
の
総
体
的
奴
隷
制
と
い
う
こ
と
ば
を
使
用
し
て
の
べ
て
い
る
こ
と
は
、
東
洋
の
総
体
的
ま
た
は
全
般
的
奴
隷
制
と
は
、
労
働
者
自
身
が
、
第
三
者
た
る
個
人
ま
た
は
共
同
団
体
の
た
め
に
お
こ
な
う
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
現
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
奴
隷
制
ハ
所
有
の
第
二
。
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
次
形
態
)
と
は
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
奴
隷
制
と
は
異
な
り
、
総
体
奴
隷
制
は
奴
隷
制
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
が
指
摘
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
原
氏
の
解
釈
は
「
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
包
釘
日
B
冊
目
白
は
ヴ
巾
目
。
ロ
仏
ミ
と
対
を
な
す
語
だ
か
ら
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
一
般
的
で
あ
れ
、
特
殊
的
で
あ
れ
、
奴
隷
制
は
奴
隷
制
で
あ
る
。
つ
ま
り
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
は
あ
く
ま
で
奴
隷
制
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
マ
ル
ク
ス
が
「
総
体
的
奴
隷
制
」
と
よ
ん
だ
も
の
が
実
は
奴
隷
制
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
『
諸
形
態
』
で
は
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
選
集
訳
は
意
訳
と
し
て
誤
り
で
は
決
し
て
な
い
。
.
 
.
 
、
、
、
、
、
さ
て
、
原
氏
は
次
に
、
「
『
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
』
は
、
第
二
次
的
所
有
と
し
て
の
奴
隷
制
で
は
な
く
、
そ
れ
は
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
に
包
括
さ
れ
て
い
る
『
可
能
性
』
と
し
て
の
奴
隷
制
に
す
ぎ
な
い
」
(
二
五
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
、
こ
の
こ
と
の
例
証
と
し
て
、
『
諸
形
態
』
の
U
「
種
族
団
体
(
共
同
団
体
は
本
源
的
に
は
こ
の
中
に
溶
解
す
る
)
を
基
礎
と
す
る
所
有
の
基
本
条
件
|
種
族
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
|
は
、
種
族
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
た
他
の
種
族
、
す
な
わ
ち
従
属
さ
せ
ら
れ
た
種
族
を
し
て
め
岳
小
動
わ
さ
せ
、
そ
し
て
こ
の
種
族
自
身
を
、
共
同
団
体
が
自
分
の
も
の
と
し
て
関
係
を
む
す
ぶ
、
そ
の
再
生
産
の
非
有
機
的
条
件
の
な
か
に
投
げ
入
れ
る
。
だ
か
ら
奴
隷
制
と
農
奴
制
と
は
、
種
族
団
体
に
も
と
づ
く
所
有
が
一
段
と
発
展
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
両
者
は
そ
う
し
た
所
有
の
一O
四
あ
ら
ゆ
る
形
態
を
必
然
的
に
変
形
さ
せ
る
。
ア
ジ
ア
的
形
態
で
は
こ
の
変
形
を
お
こ
な
う
こ
と
が
も
っ
と
も
少
な
い
。
こ
の
ア
ジ
ア
的
形
態
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
工
業
と
農
業
と
の
自
給
自
足
的
一
体
性
の
も
と
で
は
、
征
、
、
、
、
服
と
い
う
こ
と
は
、
土
地
所
有
、
農
業
が
排
他
的
に
優
勢
な
と
こ
ろ
ほ
ど
に
必
須
の
条
件
と
は
《
な
ら
》
な
い
。
他
方
、
こ
の
形
態
で
は
、
個
々
人
は
け
っ
し
て
所
有
者
と
は
な
ら
ず
、
た
だ
占
有
者
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
け
っ
き
ょ
く
彼
自
身
が
、
共
同
体
の
統
一
を
具
現
す
る
者
の
財
産
、
奴
隷
で
あ
る
。
そ
し
て
奴
隷
制
は
、
こ
こ
で
は
労
働
の
諸
条
件
を
止
揚
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
の
本
質
的
な
関
係
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
な
い
」
(
国
民
文
庫
版
四
0
ペ
ー
ジ
〉
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
右
の
文
中
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
『
け
っ
き
ょ
く
彼
自
身
(
共
同
体
成
員
・
原
)
が
、
共
同
体
の
統
一
を
具
現
す
る
も
の
の
財
産
、
奴
隷
で
あ
る
』
と
い
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
(
ニ
六
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
、
「
こ
の
共
同
体
員
が
全
体
と
し
て
『
共
同
体
の
統
一
を
具
現
す
る
も
の
』
U
専
制
君
主
の
奴
隷
で
あ
る
社
会
が
無
階
級
社
会
と
い
う
な
ら
ば
、
一
体
階
級
社
会
と
は
何
か
。
こ
の
明
々
白
々
た
る
事
実
を
何
と
心
得
え
る
か
、
と
い
う
批
判
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
予
想
さ
れ
る
反
論
に
対
し
て
は
、
す
で
に
平
田
清
明
氏
に
よ
っ
て
、
明
快
な
反
批
判
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
平
田
氏
は
、
労
作
「
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
経
済
学
と
歴
史
認
識
」
第
二
部
・
五
本
源
的
所
有
の
転
回
-
B
、
総
体
的
奴
隷
制
に
つ
い
て
・
そ
の
一
公
思
想
》
五
O
九
号
・
一
二
五
I
六
ペ
ー
ジ
〉
に
お
い
て
、
こ
れ
を
果
し
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
的
に
示
せ
ば
、
川
『
総
体
的
奴
隷
制
』
な
る
も
の
は
、
歴
史
叙
述
の
積
極
的
範
時
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
奴
隷
制
の
反
照
と
し
て
の
み
、
否
定
的
に
し
か
描
き
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
東
洋
の
総
体
的
奴
隷
制
』
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
奴
隷
削
と
異
質
な
も
の
と
マ
ル
ク
ス
が
み
な
し
て
い
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
制
そ
の
本
質
的
な
相
違
は
、
直
援
生
産
者
が
『
あ
る
第
三
者
ま
た
は
共
同
体
組
織
の
た
め
に
』
つ
ま
り
自
分
の
た
め
で
な
く
他
者
の
た
め
に
、
『
生
産
の
自
然
的
諸
条
件
の
一
部
』
と
し
て
働
く
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
存
す
る
。
川
『
総
体
的
奴
隷
制
』
の
奴
隷
と
は
、
ア
ジ
ア
的
共
同
体
の
成
員
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
員
外
の
な
に
も
の
か
、
例
え
ば
家
内
奴
蒜
、
で
は
な
い
。
川
司
諸
形
態
の
文
章
』
(
同
四
0
ペ
ー
ジ
・
小
稿
-
O
六
ペ
ー
ジ
)
に
も
と
づ
き
、
次
の
諸
点
を
結
論
的
に
導
き
だ
す
。
〈
1
)
共
同
体
成
員
は
私
的
所
有
者
で
は
な
く
、
占
有
者
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
(
U
U
)
諸
共
同
体
の
総
括
的
総
一
の
人
格
的
具
現
者
の
み
が
所
有
者
で
あ
り
、
個
々
の
共
同
体
員
は
所
有
さ
れ
る
も
の
で
し
か
あ
り
得
な
い
。
(
出
)
γ
」
の
所
有
さ
れ
る
も
の
と
い
う
て
円
一
に
お
い
て
、
共
同
体
成
只
は
奴
隷
で
あ
る
。
(
-
W
)
ア
ジ
ア
の
奴
隷
制
(
の
普
遍
的
形
態
・
原
)
と
は
、
共
同
体
成
員
が
総
括
的
統
一
の
人
格
的
具
現
者
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
つ
ま
り
、
意
識
関
係
行
為
に
お
け
る
所
有
・
紋
所
有
で
あ
る
。
ハ
V
)
そ
れ
は
一
種
の
外
国
道
徳
的
1
法
的
状
態
に
お
け
る
支
配
隷
属
関
係
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
本
源
的
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
号
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
(
m
U
〉
同
じ
こ
と
だ
が
、
ア
ジ
ア
の
奴
隷
制
(
の
普
遍
的
状
態
・
原
)
と
は
、
こ
こ
に
分
析
さ
れ
た
限
り
で
は
、
現
実
的
領
有
関
係
す
な
り
ち
生
皮
過
程
に
お
け
る
階
級
悶
民
で
は
な
い
」
(
二
六
ペ
ー
ジ
〉
。
し
か
し
、
右
で
原
氏
が
「
個
々
の
共
同
体
成
員
は
所
有
さ
れ
る
も
の
で
し
か
な
い
」
と
い
う
結
論
を
与
え
て
い
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。
共
向
体
的
所
有
と
は
共
同
体
全
員
の
所
有
で
あ
る
d
そ
の
人
格
的
代
表
が
特
定
の
個
々
人
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
個
々
人
は
法
的
に
も
実
質
的
に
も
奴
隷
所
有
者
で
は
な
い
。
し
か
し
原
氏
は
「
以
上
、
平
田
氏
が
明
快
に
論
断
し
た
よ
う
に
『
総
体
的
奴
隷
制
』
、
私
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
正
し
く
は
『
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
』
と
は
、
意
識
関
係
行
為
に
お
け
る
所
有
・
被
所
有
で
あ
っ
て
、
現
実
的
領
有
関
係
す
な
わ
ち
生
産
過
程
に
お
け
る
階
級
関
係
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
』
は
、
生
産
過
程
の
階
級
関
係
、
す
な
わ
ち
労
働
す
る
主
体
が
自
然
的
宇
一
産
諸
条
件
の
一
部
と
し
て
く
り
こ
ま
れ
、
第
三
者
た
る
個
人
ま
た
は
集
団
の
所
有
物
で
あ
る
、
と
い
う
関
係
を
本
質
規
定
と
す
る
奴
隷
制
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
括
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
吹
、
さ
き
の
『
「
束
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
通
的
形
態
」
は
奴
隷
制
で
は
な
い
』
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
奴
隷
制
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
規
定
の
厳
密
化
に
よ
っ
て
、
正
し
く
は
、
、
、
、
、
、
、
『
「
ア
ジ
ア
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
」
は
「
可
能
性
と
し
て
の
奴
隷
制
」
で
あ
っ
て
、
本
源
的
所
有
が
回
転
し
た
第
二
次
的
所
有
と
し
て
か
奴
隷
制
で
は
な
い
』
と
言
い
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
消
す
る
一O
五
吋
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
ハ
五
)
の
で
あ
る
」
(
二
七
ペ
ー
ジ
〉
と
結
論
さ
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
原
氏
の
解
釈
は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
に
二
次
的
所
有
形
態
と
し
て
の
奴
隷
制
が
容
在
し
た
か
ど
う
か
は
、
歴
史
上
の
事
実
問
題
と
し
て
考
祭
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
の
も
と
で
の
総
休
的
奴
隷
制
と
よ
ば
れ
る
も
の
は
、
そ
こ
で
の
種
族
が
み
ず
か
ら
の
首
長
と
し
て
選
び
出
し
た
、
い
わ
ば
台
分
た
ち
の
代
表
者
と
じ
て
の
専
制
君
主
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
搾
取
者
と
し
て
の
敵
対
階
級
の
頂
点
に
立
つ
君
主
で
は
な
い
の
だ
か
ち
、
総
体
的
奴
隷
制
は
奴
隷
制
で
は
な
い
、
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
原
氏
の
、
総
体
奴
隷
制
は
可
能
性
と
し
て
の
奴
隷
制
で
あ
る
と
か
、
総
括
的
統
一
の
人
格
的
具
現
者
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
共
同
体
員
は
奴
隷
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
は
妥
当
で
は
な
い
。
た
だ
し
総
体
奴
隷
制
が
当
初
の
性
質
を
変
え
、
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
指
摘
し
た
支
配
U
隷
属
の
第
一
の
道
を
歩
み
出
し
た
ば
あ
い
は
、
そ
の
閉
山
り
で
は
本
来
の
ア
ジ
ア
的
所
有
を
消
失
し
つ
つ
あ
る
点
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
て
、
原
氏
の
見
解
は
、
氏
自
身
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。「
ω
『
総
体
的
奴
隷
制
』
な
る
も
の
は
、
平
間
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
『
歴
史
叙
述
の
積
極
的
範
需
で
は
な
い
』
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
原
文
自
体
、
正
し
く
は
司
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
』
と
で
も
反
訳
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
『
諸
形
態
』
で
、
マ
ル
ク
ス
が
問
題
と
し
た
こ
の
『
普
遍
的
形
態
』
は
、
同
じ
く
東
洋
の
そ
れ
の
『
特
殊
的
形
態
』
に
対
比
さ
れ
る
か
、
ぎ
り
で
の
『
普
遍
的
形
態
』
で
あ
っ
て
、
東
洋
の
奴
隷
制
一
一O
穴
般
に
つ
い
て
の
本
質
規
定
と
し
て
の
絶
対
的
な
概
念
で
は
な
い
。
川
こ
の
東
洋
の
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
は
、
円
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
観
点
』
1
世
界
史
的
な
観
点
か
ら
み
て
、
第
二
次
的
所
有
と
し
て
の
奴
隷
制
(
お
よ
び
農
奴
制
)
と
は
異
質
な
、
い
わ
ば
本
源
的
所
有
と
相
即
的
な
関
係
に
あ
る
、
『
可
能
性
と
し
て
の
奴
隷
制
』
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
普
遍
的
形
態
は
、
本
源
的
所
有
の
う
ち
に
包
括
さ
れ
る
意
識
関
係
行
為
に
お
け
る
所
有
・
被
所
有
で
あ
る
故
に
、
本
源
的
所
有
の
現
実
的
領
有
関
係
、
す
な
わ
ち
生
産
過
程
に
お
け
る
本
質
的
な
関
係
を
変
化
さ
せ
る
も
の
で
は
な
し
。同
し
た
が
っ
て
、
企
叩
田
口
四
回
B
白
山
口
。
ω}内
宮
司
叩
円
冊
目
を
、
あ
た
か
も
東
洋
の
奴
隷
制
一
般
の
本
質
規
定
で
あ
る
か
の
よ
う
な
『
総
体
的
奴
隷
制
』
と
反
訳
す
る
の
は
、
起
り
う
る
で
あ
ろ
う
誤
解
の
根
源
を
完
全
に
た
ち
さ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
ま
た
こ
の
訳
語
が
背
負
う
長
い
混
迷
の
歴
史
か
ら
み
て
も
、
私
は
不
適
当
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
、
今
後
こ
の
訳
語
を
死
語
と
し
学
説
史
を
論
ず
る
場
合
に
の
み
有
効
性
を
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
い
。
川
し
た
が
っ
て
、
ま
と
、
当
該
個
所
の
反
訳
に
つ
い
て
は
、
更
に
よ
り
選
ば
れ
た
訳
語
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
『
東
洋
の
奴
隷
制
の
一
般
的
形
態
』
あ
る
い
は
『
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
』
と
し
、
訳
語
か
ら
生
ず
る
混
迷
だ
け
は
避
け
た
い
と
考
え
る
一
〈
二
七
|
八
ペ
ー
ジ
〉
。
す
な
わ
ち
、
原
氏
は
、
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
、
一
般
的
な
も
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
、
一
般
的
な
も
の
と
は
異
な
り
、
東
洋
の
奴
隷
制
は
第
二
次
的
所
有
の
範
騰
に
合
ま
れ
な
い
、
と
マ
ル
ク
ス
が
の
べ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
奴
隷
制
は
、
『
諸
形
態
』
に
よ
れ
ば
、
所
有
の
第
二
次
的
形
態
な
の
に
、
東
洋
の
奴
隷
制
は
そ
う
で
は
な
く
、
本
源
的
形
態
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
奴
隷
制
は
第
二
次
的
所
有
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
レ
キ
寸
7
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
お
か
し
い
。
マ
ル
ク
ス
が
門
出
冊
目
口
問
巾
包
冊
目
白
巾
ω区
田
4
2巳
と
い
っ
て
い
る
の
が
、
、
所
有
の
ア
ジ
ア
的
形
態
の
も
と
で
の
一
般
的
特
質
を
さ
す
な
ら
、
そ
れ
は
奴
隷
制
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
奴
隷
制
で
は
な
い
も
の
を
、
で
は
な
ぜ
庄
司
由
民
刷
OEO-目。
ω}己目
4
2
a
な
ど
と
い
う
の
か
。
そ
れ
は
共
同
体
の
全
員
が
共
同
体
の
最
高
君
主
の
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
比
喰
的
意
味
で
あ
る
。
専
制
君
主
に
所
有
さ
れ
て
い
る
奴
隷
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
岩
、
波
文
庫
の
向
坂
氏
訳
で
は
正
し
く
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
「
名
目
地
代
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
も
の
|
|
g
Z
E
E
D
R
5
5
5口
問
SHO--ー
が
、
実
は
「
名
目
的
に
の
み
地
代
」
で
あ
っ
て
、
実
際
は
地
代
で
は
な
い
と
い
う
の
に
似
て
い
る
。
東
洋
に
お
い
て
も
奴
隷
制
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
奴
隷
制
な
ら
、
所
有
の
第
二
次
的
形
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
東
洋
に
存
在
す
る
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
」
が
奴
隷
制
で
は
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
ア
ジ
ア
的
形
態
の
も
と
で
の
土
地
所
有
の
本
源
的
形
態
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
い
う
ご
と
く
「
ア
ジ
ア
的
専
制
」
が
生
ま
れ
、
そ
こ
で
は
「
総
体
的
奴
隷
制
」
と
現
象
的
に
比
喰
的
意
味
で
表
現
さ
れ
る
事
態
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
〉
「
ア
ジ
ア
的
専
制
」
と
は
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
所
有
の
本
源
的
形
態
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
所
有
の
第
二
次
形
態
と
し
て
の
奴
隷
制
で
な
い
こ
と
(
お
)
は
自
明
で
あ
る
。
(
お
)
福
富
一
止
実
氏
は
「
今
日
の
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
の
批
判
を
意
図
す
る
原
秀
三
郎
の
見
解
(
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
批
判
序
説
」
『
歴
史
評
論
』
一
九
六
九
年
八
月
号
)
に
ふ
れ
て
み
た
い
」
と
し
て
原
氏
を
批
判
さ
れ
た
。
氏
は
次
の
よ、
7
にい、
7
0
「
原
氏
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
史
上
最
初
の
敵
対
的
生
産
様
式
と
し
て
み
な
す
見
解
に
反
対
し
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
は
『
本
源
的
所
有
に
対
応
す
る
い
わ
ゆ
る
原
始
共
同
社
会
U
無
階
級
社
会
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
考
え
、
そ
の
論
拠
を
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
け
る
部
族
所
有
概
念
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
け
る
分
業
概
念
が
二
重
の
視
点
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
無
視
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
部
族
所
有
は
、
『
生
産
の
未
発
達
な
段
階
に
対
応
す
る
』
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
す
で
に
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
い
て
も
、
ア
ジ
ア
に
の
み
特
有
な
『
労
働
と
そ
の
生
産
物
と
の
配
分
、
し
か
も
量
的
に
も
質
的
に
も
不
平
等
な
配
分
』
と
し
て
カ
!
ス
ト
制
度
の
意
義
に
注
目
し
、
部
族
所
有
に
対
応
す
る
分
業
形
態
を
本
質
的
に
区
別
し
て
い
た
。
一
八
四
七
年
の
『
哲
学
の
貧
困
』
そ
の
他
で
も
、
家
父
長
制
の
も
と
に
お
け
る
分
業
形
態
や
古
典
古
代
的
社
会
お
よ
び
封
建
社
会
に
お
け
る
分
業
形
態
と
は
異
な
る
ア
ジ
ア
社
会
に
特
有
な
分
業
形
態
と
し
て
カ
l
ス
ト
制
度
が
や
は
り
区
別
さ
れ
て
い
る
。
カ
l
ス
ト
制
度
ま
た
は
こ
れ
に
類
似
し
た
分
業
形
態
を
抜
き
に
し
て
は
、
ア
ジ
ア
的
社
会
の
本
質
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
四
0
年
代
の
マ
ル
ク
ス
は
ア
ジ
ア
的
社
会
に
特
有
な
分
業
形
態
の
意
義
を
一O
七
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
あ
き
ら
か
に
ιな
が
ら
も
、
奴
隷
制
、
農
奴
制
、
資
本
制
と
は
本
質
的
に
異
な
る
独
自
の
支
配
隷
属
関
係
を
ま
だ
区
別
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
の
ア
ジ
ア
的
社
会
の
研
究
が
ま
だ
本
格
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
八
五
三
年
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
の
意
見
交
換
を
媒
介
に
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
ア
ジ
ア
的
社
会
の
秘
密
を
そ
の
自
然
的
・
地
理
的
条
件
の
な
か
に
み
い
だ
し
た
。
『
誇
形
態
』
に
お
け
る
本
源
的
所
有
論
は
、
こ
の
ア
ジ
ア
的
社
会
の
本
格
的
研
究
に
触
発
さ
れ
て
全
自
然
史
的
な
歴
史
理
解
の
方
法
論
的
確
立
を
め
ざ
し
た
マ
ル
ク
ス
の
苦
闘
の
結
晶
で
あ
る
。
『
経
済
学
批
判
』
の
序
言
に
お
け
る
史
的
唯
物
論
の
公
式
は
、
こ
の
苦
闘
の
産
物
と
し
て
つ
く
り
だ
さ
れ
、
こ
れ
が
、
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究
の
『
導
き
の
糸
』
と
な
る
。
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
に
た
い
す
る
こ
の
批
判
を
完
全
に
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
こ
の
形
態
に
先
行
し
た
諸
形
態
や
、
発
展
の
お
く
れ
た
国
々
に
い
ま
な
お
資
本
主
義
的
な
形
態
と
な
ら
ん
で
存
在
し
て
い
る
諸
形
態
を
も
、
や
は
り
す
く
な
く
と
も
お
お
ま
か
に
は
、
研
究
し
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
』
(
『
反
デ
ュ
1
リ
ン
グ
論
』
)
。
五
O
i
六
0
年
代
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
批
判
の
経
済
学
の
体
系
化
は
新
た
に
マ
ル
ク
ス
の
視
野
の
な
か
に
完
全
に
は
い
り
こ
ん
で
き
た
ア
ジ
ア
的
社
会
の
本
格
的
な
研
究
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
し
(
福
富
正
実
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
再
検
討
L
『
現
代
の
娘
』
一
九
七
O
年
十
月
号
、
六
四
l
五
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
福
富
氏
の
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
原
氏
の
論
拠
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
け
る
部
族
所
有
概
念
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
福
富
氏
の
い
う
苦
闘
の
結
品
で
あ
る
『
諾
形
態
』
に
お
け
る
本
源
的
所
有
論
を
主
た
る
論
拠
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
原
氏
の
所
説
に
み
ら
れ
る
若
干
の
不
合
理
な
説
明
を
除
け
ば
、
氏
の
主
張
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
は
無
階
級
社
会
で
あ
る
」
と
い
う
点
は
正
し
い
。
た
だ
し
、
生
産
様
式
は
社
会
そ
一O
入
の
も
の
で
は
な
い
点
に
留
意
し
て
こ
の
点
を
理
解
す
べ
き
で
は
あ
る
が
。
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
そ
れ
自
体
は
無
階
級
性
を
そ
の
本
質
と
し
て
い
る
の
で
あ
ザ也。
原
氏
(
お
よ
び
芝
原
氏
)
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
諸
形
態
』
は
歴
史
的
著
作
で
は
な
く
理
論
的
著
作
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
資
本
論
』
が
多
く
の
歴
史
的
記
述
を
含
ん
で
い
る
と
し
て
も
理
論
的
著
作
で
あ
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
『
諸
形
態
』
の
理
論
的
中
心
は
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
所
有
形
態
論
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
平
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
と
い
う
よ
り
は
マ
ル
ク
ス
が
『
諸
形
態
』
の
副
題
に
お
い
て
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
関
係
の
形
成
ま
た
は
本
源
的
蓄
積
を
問
題
に
し
な
が
ら
の
先
行
す
る
過
程
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の
視
点
で
「
所
有
L
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
先
資
本
制
的
所
有
は
本
源
的
所
有
と
二
次
的
所
有
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
源
的
所
有
の
第
一
形
態
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
ア
ジ
ア
的
形
態
」
で
あ
る
。
そ
の
本
質
は
生
産
者
が
生
産
手
段
の
所
有
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
現
象
的
に
専
制
君
主
下
の
奴
隷
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
本
質
は
変
り
な
く
、
実
質
は
二
次
的
所
有
形
態
と
し
て
の
奴
隷
制
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
原
氏
の
あ
や
ま
り
と
思
わ
れ
る
点
は
、
総
体
奴
隷
制
は
、
一
方
で
は
階
級
社
会
で
は
な
い
と
正
し
く
い
わ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
奴
隷
制
で
な
い
と
い
う
理
解
と
、
奴
隷
制
の
普
遍
的
形
態
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
、
ま
っ
た
く
別
の
理
解
で
あ
る
。
奴
隷
制
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
は
ア
ジ
ア
的
形
態
を
所
有
の
本
源
的
形
態
の
第
一
と
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
の
な
か
で
総
体
奴
隷
制
の
説
明
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同』，、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
は
な
に
か
ア
ジ
ア
的
所
有
の
も
と
で
一
般
的
に
み
ら
れ
る
総
体
奴
隷
制
は
、
い
わ
ゆ
る
奴
隷
制
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
点
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
ア
ジ
ア
的
所
有
の
も
と
で
成
立
す
る
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
考
察
に
移
ろ
う
。
(→ 
E
・
マ
ン
デ
ル
の
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
が
ア
ジ
ア
社
会
に
特
有
の
も
の
と
し
て
、
こ
の
範
鴎
の
復
活
を
戦
後
主
張
し
た
の
は
ヴ
ァ
ル
ガ
で
あ
っ
た
が
、
E
-
マ
ン
デ
ル
も
同
様
の
立
場
か
ら
そ
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
マ
ン
デ
ル
は
『
カ
l
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
(
山
内
総
・
表
=
一
郎
訳
、
同
町
出
書
房
新
社
)
で
、
「
《
ア
ジ
ア
的
何
産
様
式
を
め
ぐ
ヲ
て
、
「
第
二
次
大
戦
後
〕
論
争
が
ふ
た
た
び
ま
き
お
こ
っ
た
さ
い
に
、
最
初
の
火
ぶ
た
を
き
っ
た
の
も
ま
た
西
欧
、
と
り
わ
け
て
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
だ
っ
た
。
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
の
雪
ど
け
以
来
、
人
民
民
主
主
義
諸
国
で
は
、
原
始
共
産
制
、
奴
隷
制
社
会
、
封
建
社
会
、
資
本
主
義
と
い
う
《
四
つ
の
発
展
位
相
》
を
人
類
全
体
が
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
機
械
主
義
的
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
的
不
純
物
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
、
と
の
概
念
が
あ
ら
た
に
活
用
さ
れ
は
じ
め
た
」
(
一
六
O
一
六
一
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
、
そ
し
て
、
寸
ま
さ
に
こ
の
不
純
物
こ
そ
、
幾
人
か
の
著
作
家
を
マ
ル
ク
ス
主
義
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
か
ら
逸
脱
き
せ
た
も
の
だ
が
、
し
か
も
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
共
産
克
か
ら
《
正
統
派
》
と
認
め
て
も
ら
い
た
く
て
、
諸
社
会
経
済
構
成
体
の
ま
こ
と
に
奇
怪
な
ご
た
ま
ぜ
を
、
《
封
建
社
会
》
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
の
も
と
に
よ
せ
あ
つ
め
て
み
せ
た
の
で
あ
る
」
(
一
六
一
ペ
ー
ジ
)
と
指
摘
し
、
ど
か
ら
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
め
ぐ
る
論
争
が
ふ
た
た
び
起
っ
た
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
え
東
洋
的
専
制
》
と
い
う
、
一
七
世
紀
に
は
じ
ま
る
こ
の
用
語
の
起
源
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
く
て
も
、
ま
た
こ
の
用
語
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
く
て
も
ハ
ウ
イ
ッ
ト
7
4
4
1
ゲ
ル
は
、
こ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
る
が
。
同
-
k
r
・
4
司
三
宮
岡
o-
戸。ハ凶
0
8。HMm
目
。
。
E
S
E
-
H出
ι
E
Z
ロ内凶
O
H
f向己
E
F
同V
R
U
U
H由
出
品
〉
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
潮
流
に
影
響
を
う
け
て
、
《
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
》
の
理
論
を
し
あ
げ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
l
ト
・
ミ
ル
や
リ
チ
ャ
l
ド
・
ジ
ヲ
l
ン
ズ
と
い
っ
た
経
済
学
者
た
ち
、
似
た
よ
う
な
定
式
を
使
っ
て
い
た
こ
れ
ら
の
経
済
学
者
を
、
マ
ル
ク
ス
は
一
八
五
三
年
に
は
す
で
に
研
究
し
お
え
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
最
中
だ
っ
た
パ
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
l
ト
・
ミ
ル
は
一
八
四
八
年
に
《
東
洋
社
会
》
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
さ
き
に
リ
チ
ャ
l
ド
・
ジ
雪
l
シ
ズ
が
す
で
に
一
八
二
二
年
に
《
ア
ジ
ア
的
社
会
》
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
(
垣
正
問
。
問
。
r
ε
-
a了
司
・
&
U出
。
つ
い
で
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
シ
ゲ
ル
ス
が
こ
の
頃
よ
ん
で
い
た
東
洋
諸
国
に
か
ん
す
る
旅
行
記
、
回
想
録
、
地
誌
の
た
ぐ
い
旬
江
口
HHS各自
J
E
(〉
D
E
可
包
戸
口
江
口
出
ぎ
内
山
ユ
ζ
R
F
H
J由
。
田
空
窓
口
間
同
開
S
S
E
-口町，
D
吋
『
吉
田
己
C
ロ凹
w
H
2
1
3口
円
四
回
忌
巧
H
田町出門
F
F
O
E
c
p
g
R
W
℃
-
M
N
)
は
一C
九
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
そ
の
か
な
り
完
全
な
リ
ス
ト
を
あ
げ
て
い
る
〕
。
さ
い
ご
に
、
世
界
の
他
の
国
々
の
村
落
共
同
体
に
つ
い
て
論
じ
た
個
別
研
究
、
そ
の
お
か
け
で
二
人
は
、
東
洋
諸
国
で
村
落
共
同
体
が
し
め
て
い
る
重
要
性
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
つ
八
五
三
年
の
日
付
を
も
っ
マ
ル
ク
ス
の
次
の
二
つ
の
研
究
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
リ
ュ
ベ
ル
は
注
意
を
、
つ
な
が
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
農
材
共
同
体
に
か
ん
す
る
も
の
Q
サ
ザ
ラ
ン
ド
公
爵
夫
人
と
奴
隷
制
度
』
宮
岡
円
買
切
ι
・∞
-m-
お
由
時
)
で
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・
ト
リ
ビ
ュ
l
ン
紙
』
一
八
五
三
年
二
月
八
日
号
に
の
っ
た
も
の
。
い
ま
一
つ
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
絶
対
王
政
と
行
政
の
地
方
分
権
化
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
(
出
・
河
口
F
o
r
-
Pユ
冨
白
吋
H
w
阿
部
日
仏
o
z
a
s
u
v目。山口件。ロ
EE--P
玄白吋
8
二
両
日
三
耳
0
・
2
z
p
H
U印
タ
司
-MSluCH)〕」
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
の
根
本
的
特
徴
を
、
マ
ン
デ
ル
は
マ
ル
ク
ス
の
一
八
五
三
年
六
月
の
一
二
つ
の
手
紙
、
お
よ
び
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・
ト
リ
ビ
ュ
!
ン
』
紙
に
発
表
さ
れ
た
四
つ
の
記
事
に
余
す
と
こ
ろ
な
く
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
次
の
五
点
に
要
約
し
、
こ
の
五
点
は
、
『
要
綱
』
を
ひ
も
と
け
ば
、
す
べ
て
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
五
点
で
あ
る
。
「
H
《
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
》
を
な
に
よ
り
も
ま
ず
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
土
地
私
有
の
欠
如
で
あ
る
。
口
こ
の
こ
と
か
ら
、
村
落
共
同
体
は
特
有
な
凝
集
力
を
保
持
で
き
た
の
で
あ
り
、
血
み
ど
ろ
の
征
服
に
た
い
し
て
も
、
長
年
抵
抗
で
き
た
の
だ
っ
た。
一
O
日
古
い
村
落
共
同
体
に
内
在
す
る
こ
の
凝
集
力
は
、
そ
こ
で
維
持
さ
れ
て
き
た
農
業
と
(
家
内
手
工
業
的
な
)
工
業
と
の
緊
密
な
統
一
と
い
う
事
実
か
ら
、
い
ま
な
お
強
ま
っ
て
い
る
。
同
だ
が
、
地
理
的
・
気
候
的
な
多
く
の
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
農
業
の
繁
栄
の
た
め
に
圧
倒
的
な
水
利
労
働
が
必
要
と
さ
れ
る
。
『
人
工
的
な
濯
瓶
こ
そ
、
そ
こ
で
は
農
業
の
第
一
条
件
で
あ
る
』
ハ
マ
ル
グ
ス
に
あ
て
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
手
紙
、
一
八
五
三
年
六
月
六
日
、
宮
開
巧
"
白
血
-
M
∞-
m
M
g
y
こ
の
濯
減
の
た
め
に
、
大
規
模
労
働
を
規
制
し
企
画
す
る
も
の
と
し
て
の
中
央
権
力
が
、
ほ
と
ん
ど
い
た
る
と
こ
ろ
で
必
要
と
さ
れ
る
③
国
こ
う
し
て
、
国
家
は
、
社
会
的
剰
余
生
産
物
の
大
部
分
を
そ
の
子
に
集
中
す
る
に
い
た
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
剰
余
に
寄
生
す
る
社
会
的
諸
階
層
〈
お
〉
が
発
生
し
、
社
会
の
支
配
勢
力
と
な
る
(
こ
こ
か
ら
《
東
洋
的
専
制
》
と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
た
〉
。
社
会
の
こ
の
よ
う
な
《
内
的
論
理
》
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
生
産
諸
関
係
が
、
き
わ
め
て
安
定
住
に
と
ん
だ
方
向
に
は
た
ら
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
(
一
六
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉
。
マ
ン
デ
ル
の
指
摘
し
た
右
の
五
点
は
相
互
に
関
迷
の
あ
る
内
容
で
、
全
ハ
幻
)
体
的
に
理
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ハ
お
)
マ
ル
ク
ス
は
本
源
的
所
有
の
第
一
形
態
と
し
て
、
ア
ジ
ア
的
形
態
を
あ
げ
大
多
数
の
ア
ジ
ア
的
基
本
形
態
に
お
い
て
み
ら
れ
る
「
総
括
統
一
体
」
、
そ
こ
で
の
「
共
同
団
体
の
父
で
あ
る
専
制
君
主
」
、
「
東
洋
的
専
制
主
義
」
の
場
合
で
も
、
諸
個
人
の
「
無
所
有
の
た
だ
な
か
」
で
も
「
実
際
に
は
こ
の
種
族
的
所
有
ま
た
は
共
同
体
所
有
が
基
礎
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」
こ
と
を
『
諸
形
態
』
で
の
べ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
本
源
的
所
有
形
態
の
な
か
で
問
題
と
し
て
い
る
専
制
君
主
は
決
し
て
単
な
る
奴
隷
所
有
者
と
し
て
、
奴
隷
所
有
者
猪
級
の
長
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
の
は
専
制
君
主
一
般
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
が
『
諸
形
態
』
で
言
及
し
て
い
る
本
滅
的
所
有
と
い
う
規
定
の
な
か
で
登
場
す
る
専
制
君
主
で
あ
る
。
こ
の
専
制
君
主
が
、
社
会
に
寄
生
し
、
そ
の
後
搾
取
者
に
転
化
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
本
源
的
所
有
の
転
化
と
し
て
、
別
個
の
問
題
と
な
る
、
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
マ
ン
デ
ル
の
第
五
の
指
摘
に
つ
い
て
、
こ
の
点
が
暖
昧
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
(
幻
〉
右
の
マ
ン
デ
ル
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
の
五
つ
の
根
本
的
特
徴
を
裏
づ
け
る
マ
ル
グ
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
所
説
の
若
干
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
H
に
つ
い
て
。
「
司
こ
の
国
門
モ
ガ
ル
大
帝
の
国
〕
独
特
の
事
情
と
政
治
、
す
な
わ
ち
、
国
王
が
王
国
内
の
す
べ
て
の
土
地
の
単
独
唯
一
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
、
デ
ル
ヒ
や
ア
グ
ラ
の
よ
、
つ
な
一
首
都
全
体
が
殆
ん
ど
民
兵
隊
の
み
に
よ
っ
て
生
活
し
、
し
た
が
っ
て
国
王
が
或
る
期
間
戦
場
に
行
く
場
合
ιは
こ
れ
に
つ
い
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
決
し
て
パ
リ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
得
ず
、
適
切
に
言
え
ば
、
野
原
よ
り
も
多
少
ま
し
な
多
少
便
利
に
設
備
さ
れ
た
野
営
地
に
す
ぎ
な
い
こ
と
・
・
』
ペ
ル
ニ
エ
が
東
方
の
ー
ー
か
れ
は
ト
ル
コ
、
ペ
ル
シ
ア
、
ヒ
ン
ド
ウ
ス
タ
ン
の
こ
と
を
言
一
っ
て
い
る
の
だ
が
1
1
1
す
べ
て
の
現
象
の
基
礎
形
態
を
、
私
的
土
地
所
有
の
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
の
う
ち
に
見
い
だ
し
て
い
る
の
は
正
当
だ
。
こ
れ
が
東
洋
の
天
国
に
い
た
る
現
実
の
鍵
で
あ
る
」
(
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
、
一
八
五
一
一
一
年
六
月
二
日
、
岩
波
文
康
版
司
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
往
復
書
簡
』
七
一
ニ
!
七
四
ペ
ー
ジ
〉
。
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
〉
こ
れ
に
た
い
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
「
土
地
所
有
権
の
欠
如
は
実
際
全
東
洋
に
至
る
鍵
だ
。
そ
こ
に
政
治
お
よ
び
宗
教
の
歴
史
が
あ
る
。
だ
が
、
東
洋
人
が
土
地
所
有
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
封
建
的
な
そ
れ
に
さ
え
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
?
思
う
に
、
主
と
し
て
そ
れ
は
地
勢
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
気
候
に
あ
る
」
ハ
エ
ツ
ゲ
ル
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
へ
、
一
八
五
三
年
六
月
六
日
夜
、
向
上
七
八
ペ
ー
ジ
U
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
司
要
綱
』
で
は
、
た
と
え
ば
「
大
多
数
の
ア
ジ
ア
的
基
本
形
態
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
、
総
括
的
統
一
体
2
0
2器
ヨ
ヨ
g
p
E
E己
O
開
E
r
o一
昨
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
小
さ
な
共
同
団
体
の
う
ち
に
立
ち
、
上
位
の
所
有
者
、
あ
る
い
は
唯
一
の
所
有
者
と
し
て
現
れ
る
し
(
の
E
口〔
E
3
0・
∞
・
勾
0
・
訳
E
四
O
九
ペ
ー
ジ
て
「
ア
ジ
ア
的
な
ハ
少
な
く
と
も
そ
れ
が
支
配
的
な
)
形
態
に
あ
っ
て
は
、
個
々
人
の
所
有
で
は
な
く
、
占
有
だ
け
が
あ
る
。
共
同
体
が
本
来
の
現
実
的
所
有
者
《
で
あ
り
》
l
ー
し
た
が
っ
て
所
有
は
土
地
の
共
同
的
所
有
と
し
て
の
み
《
現
れ
る
》
」
(
5
・
∞
・
臼
8
・
訳
国
四
一
七
ペ
ー
ジ
)
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。同
と
固
に
つ
い
て
。
「
内
乱
、
侵
入
、
革
命
、
征
服
、
飢
態
、
そ
れ
ら
が
あ
い
つ
い
で
ヒ
ン
ド
ウ
ス
タ
ン
に
お
よ
ぼ
し
た
作
用
が
、
ど
ん
な
に
奇
妙
な
ほ
ど
複
雑
で
、
急
速
で
、
破
壊
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
ぞ
れ
は
す
べ
て
ヒ
ン
ド
ウ
ス
タ
ン
の
表
面
に
ふ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
:
:
-
イ
ン
ド
で
は
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
に
政
治
の
姿
が
変
っ
た
よ
う
に
み
え
て
も
、
そ
の
社
会
的
条
件
は
、
最
古
の
時
代
か
ら
変
る
と
と
な
く
十
九
世
紀
の
最
初
の
一
0
年
代
ま
で
お
よ
ん
だ
ロ
・
:
:
こ
れ
ら
二
つ
の
事
情
l
l
一
方
で
は
イ
ン
ド
人
が
、
東
洋
の
す
べ
て
の
国
民
と
同
じ
く
、
大
公
共
事
業
の
世
話
と
い
う
農
業
お
よ
び
商
業
の
第
一
条
件
を
中
央
政
府
に
ま
か
せ
た
こ
と
、
他
方
で
は
イ
ン
ド
人
が
国
中
に
ち
ら
ば
っ
て
い
て
、
農
業
と
手
工
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
〉
業
と
の
家
内
的
結
合
に
よ
っ
て
小
さ
な
中
心
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
た
こ
と
|
|
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
は
遠
い
苦
か
ら
、
独
特
な
性
質
を
も
っ
た
一
つ
の
社
会
制
度
i
1
1
い
わ
ゆ
る
村
落
制
度
を
生
み
だ
し
て
い
た
」
Q
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
デ
イ
リ
ー
・
ト
リ
ビ
ュ
l
ン
』
一
人
五
三
年
六
月
二
五
日
付
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
」
、
大
月
書
官
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
剛
一
-一一ー
l
一
二
五
ペ
ー
ジ
〉
。
円
要
綱
』
で
は
、
「
個
人
は
、
生
計
を
立
て
る
と
い
う
条
件
、
致
富
が
彼
の
阿
国
的
で
は
な
く
、
自
己
保
存
、
共
同
社
会
B
E
E
C
H
H
H片
山
、
の
一
員
と
し
て
自
分
自
身
を
再
編
成
す
る
こ
と
、
一
筆
の
土
地
の
占
有
者
と
し
て
、
ま
た
そ
の
資
格
で
共
同
体
g
吉
宮
匡
ロ
o
の
一
員
と
し
て
自
分
自
身
を
再
生
産
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
よ
う
な
条
件
の
な
か
に
お
か
れ
て
い
る
。
共
同
体
の
存
続
は
、
自
給
自
足
的
農
民
と
し
て
、
ま
さ
に
共
同
体
に
帰
属
す
る
」
(
の
E
ロ骨一
ω
埠
・
∞
・
8
0・
訳
町
四
一
一
一
1
1
四
一
=
一
ペ
ー
ジ
〉
と
の
べ
て
い
る
。
同
に
つ
い
て
。
「
サ
ハ
ラ
か
ら
ア
ラ
ピ
ヤ
、
ベ
ル
シ
ヤ
、
イ
ン
ド
お
よ
び
タ
タ
I
ル
の
地
を
横
切
っ
て
最
高
の
ア
ジ
ア
高
地
に
ま
で
述
な
る
大
砂
漠
地
帯
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
気
候
:
:
:
こ
こ
で
は
人
口
濯
淑
が
農
耕
の
第
一
条
件
だ
、
そ
し
て
こ
れ
は
共
同
体
か
地
方
政
府
か
あ
る
い
は
中
央
政
府
か
の
任
務
だ
。
す
な
わ
ち
財
政
ハ
内
国
の
掠
奪
〉
、
戦
争
ハ
内
国
お
よ
び
外
国
の
掠
寧
)
お
よ
び
土
木
事
業
、
再
生
産
の
た
め
の
配
慮
だ
」
(
エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
へ
、
一
八
五
三
年
六
月
式
日
夜
、
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
往
復
書
簡
』
七
九
ペ
ー
ジ
〉
。
こ
れ
に
対
し
マ
ル
ク
ス
は
、
「
政
治
的
表
面
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
盲
目
的
な
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
ジ
ア
の
こ
の
部
分
ハ
イ
ン
ド
〉
が
も
っ
て
い
る
停
滞
的
な
性
質
を
完
全
に
説
明
す
る
も
の
は
、
二
つ
の
相
互
に
支
持
し
合
う
事
情
だ
ω土
木
事
業
は
中
央
政
府
の
仕
事
で
あ
る
。
閉
そ
れ
と
同
時
に
、
全
閣
が
、
数
個
の
大
都
市
を
除
い
て
、
完
全
に
別
個
の
組
織
を
も
ち
そ
れ
自
体
と
し
て
一
つ
の
小
世
界
を
な
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
村
落
に
分
れ
て
い
る
」
ハ
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
、
一
八
五
三
年
六
月
一
四
目
、
向
上
八
八
ペ
ー
ジ
〉
と
の
べ
て
い
る
。『
要
綱
』
で
は
、
「
労
働
に
よ
り
現
実
に
領
有
す
る
こ
と
の
共
同
体
的
諸
条
件
、
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
の
ぱ
あ
い
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
用
水
路
、
交
通
手
段
等
は
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
上
位
の
統
一
体
、
す
な
わ
ち
小
さ
な
諸
共
同
体
の
う
え
に
う
か
ぷ
専
制
政
府
の
事
業
と
し
て
現
れ
る
L
ハの
E口
品
目
口
ω
百・
ω・
ω叶
4
・
訳
E
四
一
O
べ
l
ヲ〉。
「
個
々
人
の
財
産
が
事
実
上
共
同
労
働
ー
ー
ー
た
と
え
ば
東
洋
に
お
け
る
用
水
路
の
よ
う
に
!
ー
ー
に
よ
っ
て
の
み
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
ほ
と
:
・
」
ハ
-7.
印
・
臼
吋
∞
・
訳
E
四
一
一
ペ
ー
ジ
)
。
「
東
洋
的
専
制
主
義
と
こ
の
専
制
主
義
の
ば
あ
い
に
法
制
上
存
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
無
所
有
と
の
た
だ
な
か
で
は
、
実
際
に
は
こ
の
種
族
所
有
、
ま
た
は
共
同
体
所
有
が
基
礎
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
所
有
は
多
く
の
ば
あ
い
、
小
さ
な
共
同
体
内
部
の
工
業
云
百
三
己
広
三
と
農
業
と
の
結
合
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
、
こ
、
7
し
て
こ
の
小
さ
な
共
同
休
は
ま
っ
た
く
自
給
自
足
的
な
も
の
と
な
り
、
ま
た
再
生
産
と
剰
余
生
産
の
い
き
さ
つ
の
諸
条
件
を
そ
れ
自
身
の
な
か
に
も
っ
て
い
る
。
そ
の
剰
余
労
働
の
一
部
分
は
、
け
っ
き
ょ
く
人
格
と
し
て
存
在
す
る
よ
位
の
共
同
社
会
の
も
の
と
な
り
、
ま
た
こ
の
剰
余
労
働
は
貢
納
等
の
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
た
な
か
ぱ
現
実
の
専
制
君
主
、
な
か
ば
観
念
上
の
種
族
本
体
た
る
神
と
い
う
統
一
体
へ
の
讃
仰
の
た
め
に
す
る
共
同
労
働
の
か
た
ち
で
も
お
こ
な
わ
れ
る
」
ct・
-
∞
臼
4
4
・
訳
盟
四
O
九
ペ
ー
ジ
〉
。
国
に
つ
い
て
。
「
ジ
ャ
ヴ
ァ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
元
ジ
ャ
ヴ
ァ
総
督
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ラ
ッ
プ
ル
ス
卿
が
そ
の
『
ジ
ャ
ヴ
ァ
史
』
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
国
の
全
地
表
に
お
い
て
、
『
い
く
ら
で
も
徴
収
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
君
主
が
絶
対
的
な
地
主
』
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
回
教
徒
が
全
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
『
土
地
の
無
所
有
制
』
を
原
則
的
に
確
立
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
村
落
に
か
ん
し
て
、
僕
は
な
お
一
一
-t
一
口
、
そ
れ
ら
の
村
落
が
す
で
に
マ
ヌ
門
法
典
〕
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
マ
ヌ
〔
法
典
〕
に
は
、
全
組
織
が
、
一
O
部
落
が
一
人
の
上
級
収
税
史
の
支
配
下
に
あ
り
、
つ
い
で
一
O
O
部
落
、
さ
ら
に
ま
た
一
O
O
O
部
落
が
そ
の
支
配
下
に
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
を
注
意
し
て
お
こ
う
」
(
マ
ル
ク
ス
か
ら
エ
ン
ゲ
ル
ス
へ
、
一
八
五
三
年
六
月
一
四
日
付
書
簡
〉
。
マ
ン
デ
ル
は
さ
ら
に
『
要
綱
』
で
の
補
足
的
見
解
と
し
て
、
「
ま
ず
第
一
に
、
何
度
と
な
く
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
洋
の
諸
都
市
が
、
国
王
な
い
し
は
そ
の
太
守
に
ぴ
っ
た
り
と
従
属
さ
せ
ら
れ
て
、
ま
っ
た
く
偶
有
的
か
つ
副
次
的
な
発
展
を
た
ど
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
生
産
は
も
っ
ぱ
ら
使
用
価
値
生
産
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
資
本
の
支
配
を
準
備
す
る
も
の
は
、
都
市
に
お
け
る
交
換
価
値
生
産
の
発
展
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
非
工
業
社
会
で
は
、
貨
幣
の
力
が
優
勢
に
な
る
と
農
村
が
都
市
を
支
配
す
る
結
果
と
な
る
。
い
い
か
え
る
と
、
《
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
》
の
特
殊
構
造
、
農
業
お
よ
び
中
央
権
力
へ
の
都
市
の
従
属
は
〈
資
本
〉
が
そ
こ
で
は
ま
だ
飛
躍
的
に
発
展
す
る
力
を
十
分
に
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
力
が
停
滞
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
l
iこ
と
に
中
国
の
例
の
よ
う
に
、
そ
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
れ
を
証
明
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
l
l発
展
が
お
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
発
展
の
お
く
れ
こ
そ
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
に
基
礎
を
お
く
諸
民
族
に
と
っ
て
宿
命
的
と
な
っ
た
の
だ
」
(
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
一
六
四
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
、
続
け
て
「
商
業
お
よ
び
貨
幣
経
済
が
発
展
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
が
ど
の
よ
う
な
解
体
作
用
に
さ
ら
さ
れ
て
い
っ
た
か
の
例
は
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
史
、
中
国
史
、
イ
ン
ド
史
な
ど
か
ら
い
く
ら
で
も
引
証
で
き
る
だ
ろ
う
。
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
中
国
学
者
一
ア
l
ケ
イ
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
《
前
資
本
主
義
的
発
展
》
と
い
う
術
語
を
中
国
に
た
い
し
て
も
ち
い
て
い
る
。
疑
う
余
地
も
な
く
、
明
朝
の
と
き
こ
の
国
で
は
、
ム
ガ
l
ル
帝
国
期
の
イ
ン
ド
と
同
様
、
春
修
生
産
と
私
的
な
商
取
引
が
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
的
資
本
主
義
、
商
業
資
本
主
義
の
一
歩
手
前
の
と
こ
ろ
に
ま
で
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
だ
が
な
ぜ
こ
の
一
歩
を
ふ
み
こ
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
を
正
確
に
説
明
し
て
く
れ
る
も
の
こ
そ
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
特
殊
構
造
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
(
向
上
)
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
マ
ン
デ
ル
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
ア
ジ
ア
的
特
質
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
「
無
階
級
社
会
か
ら
階
級
社
会
へ
の
移
行
を
あ
ら
わ
す
社
会
構
成
体
に
帰
そ
う
と
す
る
論
客
た
ち
の
試
み
」
に
反
対
す
る
。
か
れ
が
い
う
論
客
た
ち
と
は
、
モ
l
リ
ス
・
ゴ
ド
リ
エ
、
ジ
ャ
ン
・
シ
ェ
ノ
l
、
ジ
ャ
ン
・
シ
ュ
レ
n
カ
ナ
ル
、
ピ
エ
l
ル
・
ボ
ワ
ト
ー
な
ど
の
人
た
ち
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
こ
の
う
ち
の
一
人
、
J
・
シ
ュ
レ
n
カ
ナ
l
ル
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
現
実
に
黒
ア
フ
リ
カ
で
見
ら
れ
る
の
は
、
農
村
共
同
体
を
生
産
の
基
一
一一一
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
)
底
と
し
、
し
か
も
、
原
始
共
同
体
か
ら
受
け
つ
い
だ
多
く
の
特
徴
(
と
く
に
私
的
土
地
所
有
の
不
在
〉
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
型
の
社
会
で
あ
る
。
そ
の
土
台
の
う
え
に
、
奴
隷
制
的
な
諸
関
係
(
家
父
長
制
的
家
族
の
内
部
で
の
)
や
、
支
配
的
な
貴
族
層
と
貢
納
民
の
あ
い
だ
の
保
護
関
係
、
さ
ら
に
は
農
奴
制
的
な
関
係
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農
奴
制
的
な
関
係
と
い
っ
て
も
、
概
し
て
集
団
的
な
次
元
の
も
の
で
、
封
建
的
な
諸
関
係
と
は
外
見
的
な
類
似
し
か
な
い
」
。
で
は
、
右
の
よ
う
な
社
会
を
本
質
的
に
は
ど
の
よ
う
な
生
産
関
係
と
規
定
で
き
る
の
か
。
か
れ
は
続
け
て
い
う
。
「
伝
統
的
な
黒
ア
フ
リ
カ
の
も
っ
と
も
進
ん
だ
地
域
で
は
、
支
配
的
な
生
産
様
式
は
、
マ
ル
ク
ス
が
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
と
名
づ
け
た
も
の
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
生
産
様
式
の
実
例
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
征
服
さ
れ
る
以
前
の
イ
ン
ド
を
あ
げ
て
い
る
が
、
周
代
の
中
国
(
紀
元
前
一
一
世
紀
|
紀
元
前
三
世
紀
〉
の
生
産
様
式
も
こ
れ
と
お
ど
ろ
く
ほ
ど
よ
く
似
て
い
る
。
奴
隷
制
的
な
関
係
が
一
般
化
す
る
ま
え
の
古
代
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
期
や
、
封
建
的
な
関
係
が
一
般
化
す
る
ま
え
の
古
代
ロ
シ
ア
の
特
徴
的
な
生
産
様
式
も
、
そ
れ
に
酷
似
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
独
特
の
生
産
様
式
と
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
一
部
の
地
方
の
特
徴
的
な
生
産
様
式
の
あ
い
だ
に
も
、
明
瞭
な
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
生
産
様
式
〈
ア
ジ
ア
的
と
い
う
名
前
は
問
題
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
自
身
も
、
こ
の
名
称
に
一
般
的
な
価
値
を
与
え
て
は
い
な
い
)
は
、
そ
れ
自
体
、
原
始
共
産
制
の
無
階
級
社
会
か
ら
階
級
社
会
へ
の
過
渡
形
態
と
し
て
、
普
遍
的
な
価
値
を
も
つ
よ
う
に
見
え
る
。
一
一
四
た
と
え
ば
日
本
や
、
あ
る
い
は
他
の
国
ぐ
に
で
も
、
こ
う
し
た
生
産
様
式
か
ら
、
奴
隷
制
的
な
生
産
様
式
を
へ
ず
に
封
建
的
な
生
産
様
式
へ
移
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
奴
隷
制
的
な
生
産
様
式
は
、
地
中
海
世
界
だ
け
の
現
象
ら
し
い
。
こ
の
見
解
は
と
く
に
独
創
的
な
も
の
で
は
な
い
。
だ
い
た
い
に
お
い
て
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
所
説
に
照
応
し
て
い
る
。
た
だ
し
マ
ル
ク
ス
も
、
そ
れ
を
系
統
的
に
の
べ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
断
片
的
な
文
章
が
あ
る
だ
け
で
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
な
が
い
あ
い
だ
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
」
Q
黒
ア
フ
リ
カ
史
』
、
野
沢
協
訳
、
理
論
社
、
一
九
六
四
年
七
月
、
一
O
一
ペ
ー
ジ
〉
。
右
の
見
解
は
、
近
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
『
パ
ン
セ
』
誌
で
の
「
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
」
論
特
集
で
意
見
を
発
表
し
た
人
た
ち
の
主
潮
を
代
表
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
が
、
マ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
を
理
解
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
も
し
「
彼
ら
の
よ
う
に
考
え
る
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
、
こ
の
生
産
様
式
が
創
出
さ
れ
る
さ
い
に
、
水
利
労
働
や
そ
の
他
の
大
規
模
労
働
に
あ
た
え
て
、、
い
た
鍵
と
し
て
の
役
割
を
、
ま
っ
さ
き
に
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ュ
レ
n
カ
ナ
ル
の
あ
と
を
、
つ
け
て
、
ゴ
ド
リ
エ
は
こ
う
断
言
す
る
。
ガ
i
ナ
、
マ
リ
、
ソ
ン
ゴ
イ
等
々
の
王
国
が
生
ま
れ
た
の
は
、
『
部
族
の
特
権
階
級
が
、
金
、
象
牙
、
皮
革
な
ど
の
貴
重
物
資
を
黒
ア
フ
リ
カ
と
白
ア
フ
リ
カ
と
の
あ
い
だ
で
交
換
す
る
さ
い
に
、
部
族
問
あ
る
い
は
地
方
聞
の
交
易
を
統
制
し
た
結
果
で
あ
る
』
と
。
だ
が
、
こ
ん
な
ふ
う
に
《
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
》
と
い
う
概
念
を
拡
張
し
て
し
ま
う
と
li'
《
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
》
の
概
念
を
な
げ
す
て
た
あ
げ
く
、
《
封
建
制
》
の
概
念
を
拡
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、
あ
の
《
教
条
主
義
的
》
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
ま
さ
し
く
同
様
に
i
!こ
の
概
念
の
特
質
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
」
ハ
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
タ
ス
』
一
六
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
シ
デ
ル
は
、
な
ぜ
そ
う
な
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
著
作
家
た
ち
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
質
的
に
ま
、
だ
村
落
共
同
体
に
基
礎
を
お
く
社
会
の
な
か
で
、
国
家
や
支
配
階
級
が
は
じ
め
て
出
現
す
る
ば
あ
い
、
山
小
か
い
み
ら
れ
る
諸
特
徴
を
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
諸
特
徴
で
あ
る
と
無
意
識
に
想
定
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
資
本
制
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態
』
に
つ
い
て
(
五
〉
一
一
五
